
学生確保の見通し等を記載した書類 

 

目次 

 

I 学生確保の見通し                         

 

１．学生確保の見通し    ・・・・・・・・・・・・・・・・・  １ 

１） 定員充足の見込み    ・・・・・・・・・・・・・・・  １ 

  （１）学科再編と受験生確保の可能性 ・・・・・・・・・・・・ 1 

  （２）教員養成系大学の志願者の全般的状況  ・・・・・・・・ 5 

  （３）近畿地域における高校生数  ・・・・・・・・・・・・・ 6 

  （４）近畿地区教員養成系大学の入試状況  ・・・・・・・・・ 8 

  （５）教員採用数の推移  ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 9 

２）定員充足の根拠となる客観的なデータの概要 ・・・・・・・・ 16  

（１）アンケート調査等から見た入学者の確保  

①第三者機関による高校生入学意向調査（201８年度）・・・・ 16 

②第三者機関による高校生入学意向調査（201９年度）・・・・ 20 

③指定校進路指導部に対するアンケート結果・・・・・・・・ 25 

 （２）千代田学園大阪暁光高校との連携    ・・・・・・・・ 26 

 ３）中長期的な 18歳人口の全国的、地域的動向等  ・・・・・・  27 

  （１）全国的動向        ・・・・・・・・・・・・・・ 27 

  （２）大阪府の動向       ・・・・・・・・・・・・・・ 29 

２．学生納付金の設定の考え方    ・・・・・・・・・・・・・・ 31 

 

３．学生確保に向けた具体的な取組状況  ・・・・・・・・・・・・ 31 

 

Ⅱ．人材需要の動向等社会の要請                 

 

１．教員養成の重要性      ・・・・・・・・・・・・・・・・ 34 

 １）中教審の提言       ・・・・・・・・・・・・・・・・ 34 

 ２）未来社会における教育の意義  ・・・・・・・・・・・・・・ 35  

２．高野山大学文学部教育学科の人材育成目標   ・・・・・・・・ 36 

 １）教育現場で真に活躍できる教員の養成  ・・・・・・・・・・ 36 

 ２）地域社会のニーズに応えられる人材の育成  ・・・・・・・・ 38 

 ３）スクールカウンセラー等の心理ケアについて  ・・・・・・・ 40 



1 

 

I 学生確保の見通し及び申請者としての取り組み状況 

１．学生確保の見通し 

１）定員充足の見込み 

（１） 学科再編と受験生確保の可能性 

今回の教育学科設置計画は、現在の高野山大学文学部人間学科を改組して教育学科に再編す

るものである。人間学科は、これまで入学生確保に苦労しており、学園の再生計画においても

課題となってきた。高野山大学が高野山上にあり通学が困難であることに加え、教養を旨とし

た教育内容の魅力を伝えることが十分にできず、卒業後の進路についても明確でなかったこと

が、入学生確保を困難にした要因である。 

 

大学の現状 

次表は、学園の全体状況を示す表である。 

 

（表―１） 高野山学園入学者の推移

　　　　　　　　設置に係る基本計画及び当該学校法人の概要を記載した書類

法 人 の
名  　称

　　　50人

平成31年度
入学者数

平成30年度
入学者数

平成29年度
入学者数

平成28年度
入学者数

平成27年度
入学者数

22 21 22 26 19

2 9 8 2 5

2 2 7 14 17

4 4 10 4 5

3 0 3 0 0

26 29 25 30 27

30 32 38 36

11 6 5 6

8 2 1 3

42人 0.19

18人

高野山高等学校 　　全日制課程普通科 昭和26年 120人 ― 360人 0.27

　　年次　　人

1.87

　　人間学科

　大学院

0.33

　　文学研究科修士課程

80人

60人 0.06

昭和26年度 21人 ―既 設 校
の 内 容

新 設 校
の 内 容

 年次　－人

昭和42年 60人 ―

学　　校　　名 学部・学科・課程名等

高野山幼稚園

平成16年度 20人

高野山大学 　文学部

　　全日制課程宗教科

―

6人 ―昭和44年度

入 学 定 員

入 学 定 員 編入学定員

学部の学科の増設

　学校法人　高野山学園 事 務 所 の 所 在 地 　和歌山県伊都郡高野町大字高野山３８５番地

学　　　　校　　　　名 学部・学科名等 編入学定員 収　容　定　員 備　　　　　　　　　　考

　大阪府河内長野市小山田町1685新設校の住所開　設　年　度

高野山大学 　文学部・教育学科 4年 新設校に振替　文学部人間学科入学定員20人200人

修 業 年 限

　申　請　区　分令和3年度

入学者の入学定
員に対する割合

0.24

0.26

0.00

90人

平成27年 300人 ― 900人

――

40人

開 設 年 度 収 容 定 員

　　文学研究科修士課程（通信）

　　通信教育課程普通科

　　密教学科 平成25年度 30人 ― 120人 0.75

　別科 平成26年度 30人 ―

平成27年度 20人 ―

　　文学研究科博士後期課程

平成14年 30人 ―

 

 

表から分かるように、大学、高校ともに学生募集に苦しんでいる。2019 年現在の在籍数は、

大学密教学科 111 人（収容定員充足率 93％）、人間学科 47 人（収容定員充足率 59％）であ

る。 

文学部の過去５年間の入学定員者数、収容定員率等の変化を以下の表に示す。 
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（表―２） 高野山大学文学部入学者・在籍者の推移 

学
科 

(

入
学
定

員

） 

項目 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 

密
教
学
科
（
３
０
） 

入学者数 19 26 22 21 22 

入学定員充足率 0.63 0.87 0.73 0.7 0.73 

在籍学生数 117 103 93 106 111 

収容定員 180 160 140 120 120 

収容定員充足率 0.65 0.64 0.66 0.88 0.93 

人
間
学
科
（
２
０
） 

入学者数 5 2 8 9 2 

入学定員充足率 0.25  0.10  0.40  0.45  0.10  

在籍学生数 5 7 35 57 47 

収容定員 20 40 60 80 80 

収容定員充足率 0.25 0.18 0.58 0.71 0.59 

 
   

＊難波サテライト編入 

 

密教学科の入学定員充足率は、この数年 70％から 80％で推移しており、定員充足にはい

たらないが危機的状況ではない。特に 2018 年、2019 年には、大阪府難波のサテライト教室

に社会人の編入学生を募集することで収容定員の確保ができるようになり、90％の安定的な

確保が可能になった。 

しかしながら、その内実は厳しい。密教学科は、密教学の学びとともに、宗門大学として

後継者養成を期待されており、修行する大学としての役割がある。高校生や一般社会人にと

っても「修行する大学」「お坊さんの大学」というイメージがあるが、では寺院関係者の入学

がどれほどであるのかとみれば、密教学科では、2015 年 9 人（対入学者比 47.4％）、2016
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年 17 人（同 65.4％）、2017 年 11 人（同 50.0％）、2018 年 12 人（同 57.1％）、2019 年 11

人（同 50.0％）と、ほぼ 10 人程度であり、入学者の５割程度を推移している。また大学院

も含む全学の状況についても、寺院関係者は 18 人程度で推移しており、全体の 3 割程度で

ある。 

こうした事態の要因として、密教学科改革会議において、大学のカリキュラムの問題が指

摘されている。カリキュラム内容が後継者育成にふさわしいものになっているのか、教相（教

理の深い学び）の部分はともかく、事相（宗教作法）についての学びに不十分な点があった

のではないか、と分析されており、「修行ができる大学」としてアピールできるようにカリキ

ュラム改革が進んでいる。密教学科のあるべき方向を明確化し、宗団との協力関係を強化し

て、優れた寺院後継者を育成できるということを伝えることで、寺院関係者からの入学を促

進したいと検討している。 

もっとも、高野山真言宗の僧侶になるためには必ずしも高野山大学に入学する必要はなく、

1 年で修了できる専修学院をはじめ、別のルートで僧侶になりうることが後継者の入学不足

の別の要因でもある。したがってカリキュラム改革においては、教理の理解において深く、

事相においても良く修行された、他とは抜きんでた優れた僧侶になりうることを広く伝える

ことが必要である。 

また、寺院後継者や僧侶希望者以外の、仏教・密教を学びたいと思う者にたいして、広く

国際的視野から学習が可能なコースを設置することも検討されている。国内の希望者はもち

ろん、海外からの留学生に対応できるコースの構想である。 

 

 

人間学科改組の経緯 

一方、人間学科は、入学定員充足率が 20％から多くて 45％であり、5 年間で平均 26％と

苦しい状態である。2017 年度から難波サテライト教室への社会人編入を開始することで収容

定員不足の改善が進んだが、それでも 2019 年度現在 59％であり、思うように改善できてい

ない。 

 僧侶育成と異なる学びの人間学科で多様な学生の確保を目指したが、大学が高野山上にあ

り通学が困難であることに加え、教養を旨とした教育内容の魅力を伝えることが十分にできな

かった。他大学と異なる特色を打ち出すことができず、卒業後の進路についても明確でなかっ

たことなどが、入学生確保を困難にした要因だと考えられる。入学した学生への指導は丁寧に

行い、学生募集の工夫についても様々な対策を行ったが、新入生確保にはいたっておらず、今



4 

 

後の改善の見込みも極めて厳しい。したがって、学園の再生計画において最も大きな課題とな

ってきた。 

 こうした中 2017 年 1 月に、同じ高野山真言宗系列の千代田学園（大阪府河内長野市）と

の連携協定が結ばれたことから、千代田学園から大阪千代田短期大学のキャンパスを活用す

る提案がなされた。同短期大学には幼児教育学科が設置されていることから、高野山大学に

初等教育の学部・学科を設置する要望があり、検討を開始した。人間学科を千代田学園キャ

ンパスに下ろすことも検討したが、双方の了解をえられず、あたらしく教育学科を設置する

方向で検討することとなった。その際、経営的事情から人間学科の学生募集の改善が進まな

い場合、改組して教育学科とすることが法人本部から提案され、了承された。 

 すでに見たように、新入生の確保はできておらず、2018年度も、海外留学生が主であり、国

内からの進学者の増加には繋がらなかった。留学生の確保は継続的なものではなく、結局、2019

年度入学者は2名となった。人間学科は募集停止し、教育学科に改組することとした。 

 

受験生確保の可能性 

今回、教育学科の設置場所が大阪府河内長野市となり学生の通学条件がまったく異なること、

目的が明確であり、卒業後の進路がはっきりしていること、同系大学と比較してもカリキュラ

ム内容が斬新であり、魅力を訴えられる力があることなど、入学生を確保できる条件は格段に

改善した。 

他大学にはない本学のプログラムの特徴は、地域体験学習を1年次から必修科目として実施

することである。その内容は、農業体験や、林業・木工、ものづくり、里山保全、馬術、まち

づくり、文化活動など多彩な活動を、様々な地域団体と連携して行う。 

教員養成系大学では、学校現場に1年次から参加する例は多くなったが、ほとんどがインタ

ーンシップで選択科目として行うものであり、農業や林業、地域自治会、里山NPOなど、教育

現場以外の団体で、必修の授業科目としてこうした体験を行う例は聞かない。近隣のＯ大学、

Ｍ大学、Ｓ大学など、大阪には教員養成系の有力大学があるが、いずれも、インターンシップ

的な取り組みである。 

通学条件について述べれば、高野山キャンパスの場合、通学圏は南海高野線沿線に限られ、

しかも和歌山県北部の橋本市までとなり、大阪府や和歌山市などからの通学は事実上困難であ

る。入学対象となるこの地域の高校生（Ｈ30年度高校1年生）の生徒数は、1600人弱の規模

である（後掲ｐ.7 表－6「和歌山県紀北地域高校生徒数」参照）。 
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一方、河内長野キャンパスは、南海高野線で大阪難波から30分、大阪天王寺からは近鉄長

野線で45分の場所にあり、大阪市内から大阪南部にかけて十分に通学圏内である。また、和

歌山県北部地域，奈良県や、これまで難しかった和歌山市からも、南海本線やJR阪和線の最

寄り駅からの本学通学バスを利用して通学可能となる。 

これらの通学圏の高校生の生徒数は、和歌山市及び紀北地方を加えて6万 1221人と 6万人

を超える生徒数となり（後掲p.7 表－7「大阪南部高校生徒数」参照）、紀北地方にとどまる

従来の38倍をこえる受験生を見込むことができる。 

加えて、寺院後継者に教職員免許取得の希望が強くあり、教育学科の場合は、全国の高野山

真言宗寺院後継者の受験を見込むことができる。実際、高野山真言宗の多くの宗務支所（全国

高野山真言宗末寺の地域ごとの団体）から、教育学科設置の要望書が届いている（資料１「高

野山大学教育学科設置についての要望書」、高野山真言宗務支所からの設置要望書）。 

カリキュラム内容に関しては、その特徴について多くの賛同をいただいており、大阪南河内

地域を中心とする各教育委員会への説明においても、それぞれの教育長から高い評価をいただ

くと共に、上述の設置要望書もいただいている（資料２「高野山大学教育学科の新設に関する

要望書」各地方自治体教育委員会からの要望書）。 

また、学校現場管理職へのアンケート結果においても、多大な支持をいただくことができた。

大阪南部地域を中心として、100校余の校長に、(1)本学教育学科の卒業生は社会に必要か、(2)

卒業生を採用したいか、と尋ねたところ、それぞれ90％を超える肯定的回答を得た。また、企

業調査においても、同様の質問に対して8割から9割の企業が、社会に必要であり採用したい

と回答していただいている。これらのアンケート結果の詳細は、「定員充足の根拠となる客観

的なデータ概要」の項で詳しく述べる。 

こうしたことから、改組による受験生確保の可能性は大きく改善すると言ってよいだろう。

これは、高校生へのアンケート結果（後述 ｐ.17以降）でも裏付けられている。 

 

（２） 教員養成系大学の志願者の全般的状況 

平成 30 年度の学校基本調査の関係学科別構成比を見ると、「教育」の比率は、平成 25 年度

の7.2％から平成 29 年度の 7.4％、30年度 7.3％とほぼ一定割合で進んできており、教育

系学科が堅調に推移していることがうかがえる。 
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（表－３） 学校基本調査（平成 30年度） 関係学科構成比「教育」の変遷                 

25 年度  26 年度  27 年度  28 年度  29 年度  30 年度 

7.2％   7.3％   7.4％   7.4％   7.4％  7.3％ 

 

 

また、私立大学教員養成系志願者数も、全国、近畿共に過去３か年でほとんど変わってい

ない。進研アドのデータによれば、近畿地区では実質倍率が 4倍を超えており、教員養成系

学部学科の需要が十分にあることがわかる。（進研アド提供データ、2018） 

 

（表－４） 私立大学教員養成系入試結果（全国） 

年度 募集人員 志願者数 合格者数 実質倍率 

平成 28  7684   85305   23841  3.2 

平成 29  7578   85540   23478  3.3 

平成 30  7729   85634   22884  3.4 

(進研アド提供データ、2018) 

（表－５） 私立大学教員養成系入試結果（近畿） 

年度 募集人員 志願者数 合格者数 実質倍率 

平成 28  1,435  17,441  4,047  4.1 

 平成 29  1,409  17,940  4,190  4.1 

 平成 30  1,475  17,981  4,119  4.2 

 (進研アド提供データ、2018) 

 

（３）近隣地域における高校生数 

受験生の主力となる大阪南部、和歌山紀北地域の高校生数は合わせて６万人を超える。教

育学科開設予定の令和 3 年度（2021）入学対象となる高校生（2018 年度高校 1 年生）は、

和歌山市や紀北地域で 5,467 人（表－6）、大阪市を含む大阪南部では 55,754 人であり（表
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－7）、両者を合わせると 61,221 人と 6 万人を超える高校生数となる（資料としても添付 資

料３ 大阪南部および和歌山紀北高校生数」）。大学への進学率を 5 割とし、学校基本調査（表

－1）の教育系進学者の割合 7.3％を単純に当てはめると、2,234 人（61,221×0.5×0.073）

となり、（表－5）の募集人員 1475 人の 1.5 倍程度の値となる。（表－5）をみると、実際の

志望者数は 1 万 7 千人から 1 万 8 千人ほどであり、近畿地区以外からの受験者や、複数回受

験者の数がカウントされていることなどを考慮しても、十分にニーズがありそれを賄う受験

生が存在することがわかる。 

 

(表－６) 和歌山県紀北地域 高校生徒数 

０７　 和歌山市・紀北地域 高等学校生徒数（全日制･定時制）（H30）
学年別生徒数

全日制（本科）

計 １学年 ２学年 ３学年

計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女

県計  17,127 8,733 8,394 16,561 8,383 8,178 5,467 2,798 2,669 5,578 2,784 2,794 5,516 2,801 2,715 

和歌山市 12,127 6,020 6,107 11,700 5,749 5,951 3,896 1,935 1,961 3,887 1,891 1,996 3,917 1,923 1,994 

橋本市 1,726 1,115 611 1,609 1,051 558 498 320 178 573 378 195 538 353 185 

紀の川市 1,280 686 594 1,258 671 587 396 205 191 444 238 206 418 228 190 

岩出市 951 428 523 951 428 523 313 164 149 318 123 195 320 141 179 

紀美野町 81 25 56 81 25 56 25 4 21 25 8 17 31 13 18 

かつらぎ町 847 368 479 847 368 479 301 140 161 289 114 175 257 114 143 

高野町 115 91 24 115 91 24 38 30 8 42 32 10 35 29 6 

区分 計

 

和歌山県 学校基本調査（H30）より 

 

（表－７）大阪南部 高校生徒数 

[038] 学年別生徒数 大阪府南部地域高校生数（H30)
 総 数

計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女

人

166,416    83,549     82,867     55,754     28,278     27,476     55,600     28,091     27,509     54,421     26,872     27,549     

78,909     39,528     39,381     26,418     13,338     13,080     26,434     13,392     13,042     25,753     12,611     13,142     
20,819     10,298     10,521     7,050      3,548      3,502      6,935      3,377      3,558      6,791      3,341      3,450      
4,678      2,329      2,349      1,563      771        792        1,618      800        818        1,495      757        738        

945        451        494        280        132        148        318        157        161        347        162        185        
1,703      695        1,008      565        225        340        559        243        316        579        227        352        
4,025      1,936      2,089      1,324      619        705        1,348      689        659        1,353      628        725        
2,766      1,587      1,179      923        560        363        954        529        425        882        498        384        
3,680      1,813      1,867      1,188      597        591        1,227      597        630        1,265      619        646        

4,434      2,058      2,376      1,508      729        779        1,481      685        796        1,387      613        774        
3,439      1,432      2,007      1,150      516        634        1,091      448        643        1,075      457        618        
4,681      2,583      2,098      1,515      817        698        1,565      879        686        1,601      887        714        
5,724      2,742      2,982      1,981      955        1,026      1,895      913        982        1,848      874        974        
2,326      1,023      1,303      755        338        417        799        354        445        762        322        440        

2,313      1,514      799        743        476        267        725        478        247        845        560        285        
754        370        384        228        110        118        232        110        122        294        150        144        

3,276      1,611      1,665      1,089      537        552        1,107      559        548        1,080      515        565        
2,406      1,446      960        860        515        345        790        480        310        745        444        301        

13,403     6,924      6,479      4,515      2,386      2,129      4,472      2,344      2,128      4,333      2,164      2,169      
696        259        437        242        103        139        232        73         159        222        83         139        

2,004      958        1,046      673        322        351        670        318        352        661        318        343        
910        449        461        280        128        152        317        160        157        313        161        152        
671        298        373        244        111        133        217        100        117        210        87         123        

712        494        218        254        179        75         222        150        72         236        165        71         

541        333        208        204        128        76         175        107        68         162        98         64         
601        418        183        202        138        64         217        149        68         182        131        51         

-           -           -           -           -           -           -           -           -           -           -           -           

-           -           -           -           -           -           -           -           -           -           -           -           

平 成 ３ ０ 年

市 町 村
総                数 １     学     年 ２     学     年 ３     学     年

泉 大 津 市
岸 和 田 市

大 阪 市
堺 市

八 尾 市
泉 佐 野 市

貝 塚 市

富 田 林 市

寝 屋 川 市
河 内 長 野 市
松 原 市
大 東 市
和 泉 市

高 石 市

柏 原 市
羽 曳 野 市

藤 井 寺 市
東 大 阪 市
泉 南 市

熊 取 町

阪 南 市

交 野 市
大 阪 狭 山 市

河 南 町

千 早 赤 阪 村

岬 町
太 子 町

 

大阪府学校基本調査（H30）より 

 



8 

 

（４） 近畿地区教員養成系大学の入試状況 

 過去 3 年間（2017 年～19 年）の近畿の教員養成系大学の受験者数を大学別に見ると、多

くの受験生を集めているいくつかの大学と、受験生確保に苦労しているその他の大学とに分

かれているのが特徴である。成功している大学の受験生数は、入学定員の 8 倍から 10 倍以

上にのぼり、それらの大学の内、大阪府下の大学（大和大、大阪成蹊大、四天王寺大、大阪

大谷大、桃山学院教育大）の受験生は、述べ数であるが 7 千人を超える数となっている。こ

れに奈良県の畿央大学や兵庫県の武庫川女子大、関西学院大を加えると、1 万 7 千人余の受

験生となる。 

地元近隣地域の主要教員養成系私立大学の小学校教員・幼稚園教員養成課程を持つ学

部・学科の募集定員・受験者は下記（表－8）の通りである。 

 

（表―８）  近畿教員養成系大学入試動向（2017-19） （各大学 HP より作成） 

2019 倍率 2018年 倍率 2017年 倍率
畿央大学 195 3866 19.8 4420 22.7 3584 18.4
四天王寺 240 1995 8.3 2153 9.0 2745 11.4
大阪大谷 230 931 4.0 1025 4.5 1094 4.8
大和 190 1654 8.7 1907 10.0 1898 10.0
大阪成蹊 180 1196 6.6 1024 5.7 784 4.4
桃山学院教育大学 175 1747 10.0 1611 9.2 224 1.3
大阪人間科学 95 51 0.5 82 0.9 741 7.8
関西福祉科学 100 131 1.3 134 1.3 129 1.3
常磐会学園 118 107 0.9 115 1.0 139 1.2
武庫川女子大 225 3479 15.5 2531 11.2 2803 12.5
大阪総合保育 110 793 7.2 690 6.3 575 5.2
大阪体育 125 763 6.1 785 6.3 884 7.1
相愛 80 100 1.3 88 1.1 83 1.0
園田 95 87 0.9 86 0.9 120 1.3
関西学院 350 2494 7.1 2446 7.0 2819 8.1
奈良学園 150 436 2.9 336 2.2 272 1.8
帝塚山 100 598 6.0 302 3.0 315 3.2
総計 2758 20428 6.3 19735 7.2 19209 7.0

大学 募集定員
受験者 受験者受験者

 

 

上記 1７大学の募集定員 2758 人に対して、受験者は 2017 年度 19209 人、2018 年度 19735

人、2019 年度は 20428 人と毎年増加しており、2017 年度から 1219 人増加した。倍率は概

ね 6倍から 7倍であり、今年度も多くの不合格者を出している。 
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桃山学院教育大学は、2017 年度にプール学院から経営移譲して爆発的に受験者を伸ばし

た。積極的な広報活動と魅力的な教育内容を打ち出すことで、見事に成功したといわねば

ならない。 

 教員養成系大学において、受験生や高校進路指導教員が選択基準とするのが、教員採用試

験の実績である。近畿の主要大学はいずれも採用試験の実績を誇り、その成果が受験生獲得

につながっている。 たとえば近畿圏でトップクラスの受験生獲得をしている畿央大学は、

教育学部の設置は 2006 年である。まだ 15 年という歴史の浅い学部であるが、教員採用試験

の実績において大きな成果をあげて注目されたことが現在の教育学部の隆盛に繋がっている。

大阪の有力校である四天王寺大学も、教育学部教育学科設置は 2008 年であり、やはり 10 年

程度の歴史であるが、「教員採用試験合格者数西日本トップクラス」（四天王寺大学案内 2019

版）を誇っている。 

これらの大学は、学生の支援体制や教育プログラムにも注意を払っており、少人数教育や

現場体験、アクティブラーニングを積極的に取り入れ、教育現場をよく知る実務家教員を採

用していることも特徴である。 

 こうしたことから考えると、学生募集の可能性に影響を与える採用試験対策をふくむ入学

後の十分なサポートが大切であり、教員志望の気持ちを高め、資質能力を育成できる教育プ

ログラムの充実が必要である。本学の教育学科は、こうした有力大学に伍して教員養成の実

績を上げるためにも、丁寧な学生サポートはもちろんのこと、他大学に負けない魅力的で本

格的な養成カリキュラムを用意したいと考えている（詳細は設置趣旨「教育課程編成の特徴」

を参照）。 

 

 

（５） 教員採用数の推移 

ⅰ）全般的傾向 

上述したように、教員養成系の大学では教員採用試験の合格率は受験生の重要な大学選択

条件である。したがって、教員採用事情は教育学科設置計画においても無視できない重要な

条件である。 

文部科学省学校基本統計（H29）による全国の教員数の推移を見ると、小学校児童生徒の

急激な減少にもかかわらず、小学校教員数は約４２万人の水準を保っている（図－1）。 
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（図－１） 教員数推移（全国） 

 

また、教員採用数の推移も微増の傾向を示している（図－2）。もっとも、公立学校教員需

要予測（図－3）では、H32 年度頃から漸減していくと予想されていて、今後の採用事情は

厳しい状況になると考えなければならない。 

ただ、中教審「教職員定数に係る緊急提言」（H27.10.28）において教職員数の充実確保が

指摘されたことや、小中学校教員の週当たり勤務時間が、民間の他業種と比較して長時間で

あること、国際的にみても勤務時間が最も長い国であることなどが教員の「勤務実態調査

（H28）」で明らかになったことなどから、教職員数の充実確保は喫緊の課題となってきてい

る。実際、共同通信（2018.7.1）によると、全国２６都道府県と 9 政令指定都市で少なくと

も 600 人の教員不足が明らかになっており、教員確保は「綱渡り状態」（京都新聞、2018.7.2）

だとも報道されている。 

平成 29 年には教員の勤務環境の改善に関する中教審「学校における働き方改革に係る緊

急提言」（H29.8.29）が出されて、“教員が授業や授業準備に集中し、教員が健康でいきいき

とやりがいをもって勤務でき、教育の質を高められる環境を構築することが必要である”と

述べられており、近い将来に教員数の改善がはかられることをぜひとも期待したい。 
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（図―２）公立学校教員採用数の推移 

 

 

（図－３）公立小中学校教員需要予測（全国） 
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ⅱ）近畿地区における小学校教員数、採用数の状況 

小学校の教員数は、大阪府、奈良県、和歌山県でもほぼ一定で推移しているが、新規採用

数については、全体のトーンは減少気味である。特に大阪府は、この間の採用数減少が続い

ていて厳しい事情にあり、今後の動向を注目しておかねばならない。もっとも、奈良県、和

歌山県はほぼ一定の採用数を維持しており、大阪市や大阪府豊能地区では、平成 30 年度の

採用数は増加している（表－9～14）。 

 

（表－９） 大阪府教員採用数の推移 

 採用予定数 受験者 合格者 倍率 

H26 950 2555 895 2.9 

H27 830 2357 731 3.2 

H28 770 2320 724 3.2 

H29 710 2304 654 3.5 

H30 650 2130 592 3.6 

 

 

（表－10） 大阪市教員採用数推移 

 採用予定数 受験者 合格者 倍率 

H26 280 1036 304 3.4 

H27 400 1103 557 2.0 

H28 400 1106 389 2.8 

H29 200 999 219 4.6 

H30 300 1024 341 3.0 

 

（表－11） 大阪豊能地区採用数推移 

 
採用予定数 

（うち豊能地区） 
受験者 合格者 倍率 

H26 
950 

（約 120） 
2555 895 2.9 

H27 約 80 397 82 4.6 

H28 約 80 373 85 4.4 

H29 約 100 404 92 4.4 

H30 約 120 443 119 3.7 
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（表－12） 堺市教員採用推移 

 採用予定数 受験者 合格者 倍率 

H26 286 1216 319 3.8 

H27 319 1133 327 3.5 

H28 272 1180 304 3.9 

H29 226 1176 231 5.1 

H30 201 995 181 5.5 

 

（表－13） 奈良県小学校教員採用推移 

 採用予定数 受験者 合格者 倍率 

H26 205 888 205 4.3 

H27 200 831 200 4.2 

H28 185 836 185 4.5 

H29 170 806 170 4.7 

H30 170 724 170 4.3 

 

（表－14） 和歌山県小学校教員採用推移 

 採用予定数 受験者 合格者 倍率 

H26 165 534 165 3.2 

H27 165 499 166 3 

H28 180 475 180 2.6 

H29 200 476 200 2.4 

H30 160 467 160 2.9 

 

 

こうした状況から考えれば、近畿地区の６年後の小学校教員採用状況は、楽観はできない

ものの、労働条件の改善と相まって極端に大きく減少することはないと考えてよいだろう。 

 

 

ⅲ） 幼稚園教諭の状況 

 幼稚園の教員数は、「学校基本調査（平成 30 年）」のデータによると減少の傾向にある。

下記（表-15）の通り、平成 20 年度に 11 万人を超えていた教員数が平成 30 年度には 9 万 5

千人ほどになっている。しかし推移をよく見ると、平成 26 年度まで 11.1 万人程度でほぼ一

定であったが 27 年度から、減少し始めたことがわかる。 
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（表－15） 幼稚園教員数の推移 全国 

 

         文科省「学校基本調査 平成 30 年度」 

 一方、認定こども園の教員数の推移（表－16）をみると、平成 27 年度から増え続け、H27

年度 3 万 7 千人余から 30 年度には 9 万人を超える急成長をとげている。幼稚園教員数の減

少の原因の一つに、幼稚園から認定こども園に移行しつつある状況が反映されているように

見える。幼保連携型の認定こども園は今後も伸びていくと思われることや、保育所等の待機

児童の解消が叫ばれていることもあり、幼稚園教諭および保育士資格の取得者の必要性は増

大こそすれ、減少することはないであろう。 

 

（表－16） 認定こども園教員数の推移 （文科省「学校基本調査 平成 30 年度」） 
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なお、高野山真言宗の末寺には、幼稚園や保育所を経営している寺院が多数あり、保育所、

幼稚園、認定こども園を併せて 67 園、教員数は 1507 人に達している（表－17）。これらの

園では、高野山大学で学んだ学生を教員として採用したいという希望をもっており、今回の

教育学科設置についても、同保育連盟から設置要望書が届いている。同時に「公益財団法人

日本仏教保育連盟」からも設置要望書が届いており、高野山大学文学部教育学科への期待は

大きい。なお、これらの各組織等からの設置要望書については、「設置の趣旨及び必要性」書

類の「（添付資料１）「高野山大学教育学科新設についての要望書」にまとめて掲載している

ので参照願いたい。 

 

（表－17）高野山真言宗保育連盟幼稚園数、教員数 

     園数（園） 教員数(人) 

 認定こども園   15    480 

 幼稚園    27  474 

 保育園    24  553    

合計    67  1507 

（高野山真言宗保育連盟『結成 60 周年記念誌（H29.8）』より作成） 

 

 

ⅳ）近隣地域における幼稚園等の状況 

河内長野市を中心とする近隣地域の幼稚園の状況をみると、河内長野市では全 11 幼

稚園が私立幼稚園であり、他の地域は、富田林市，大阪狭山市、河南町、堺市で 24 園

が公立として設置されている。私立幼稚園は、大阪府下で 412 園あり（大阪府私立幼稚

園連盟「幼稚園ナビ」2019.2）、その半数以上が２月時点でも求人中である。この時期

では、幼児教育関連のほとんどの大学・短大の幼稚園就職希望者は、90％以上の就職が

内定しているのが常である。例年、100％の就職率を誇る大学も少なくない。こうした

ことから判断すると、多くの幼稚園では教諭不足が続いており、教育学科の卒業生が就

職に困る状況ではないことが分かる。 

 

以上のことから、本学教育学科卒業生が、幼稚園に就職できる可能性は大変高いとい

ってよいだろう。 
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２） 定員充足の根拠となる客観的なデータの概要 

 近隣大学の受験動向など、定員充足の根拠についてはデータを紹介して説明してきた。

ここでは、指定校進路指導部や近畿地区高校生への入学意向調査の結果について説明する。 

 

（１）アンケート調査等から見た入学者の確保 

入学者確保について検討するため、進路担当教員や受験生に対して調査を実施した。

以下、①2018 年度（進路指導部）、②2018 年度（高校生）、③2019 年度（高校生）にそ

れぞれ実施した結果について順に記す。 

 

① 第三者機関による入学意向調査（2018 年度実施）の結果 

2018 年度には、教育学科への入学意向を推定すべく、株式会社進研アドに委託し、高等学

校 2 年生を対象としたアンケート調査を実施した（添付資料４ 高野山大学「教育学科」（仮

称）設置に対するニーズ調査）。 

 

調査期間： 2018 年 11 月～12 月 

調査対象： 通学圏内及び本学に入学実績のある近畿圏の高等学校 32 校（3606 人） 

有効回収数： 25 校（2,001 件）（有効回収率 55.5％） 

 

調査結果の概要 

ⅰ）高野山大学「文学部 教育学科」の特色に対する魅力度（※） 

※魅力度＝「とても魅力を感じる」「ある程度魅力を感じる」と回答した人の合計値 

アンケートでは，入学意向の質問とともに、教育学科の特色を 5 点あげて、それについて

も「とても魅力を感じる」「ある程度魅力を感じる」「あまり魅力を感じない」「まったく魅力

を感じない」「無回答」の選択肢で尋ねている。 
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「教育学科の特色」 

A．学内での講義は主に午前中、午後は学外で農業体験、木工体験、馬術体験などに参加

し、徹底的な体験学習を重ねることで、教員としての指導力につながる行動力や困難に立ち

向かう力を身につけます。 

Ｂ．1 年次から教育現場に触れ、教育実習を繰り返し行うことで、大学で学ぶ教育理論と、

実際の教育現場での課題の両方を理解でき、高い教育実践力を身につけられます。 

Ｃ．英語に関する Web 教材の導入や高野山観光ボランティア実習、海外留学などを通して、

これからの教育現場に必要な国際的な視野と実践的な英語力を修得できます。 

Ｄ．小学校教諭だけでなく、幼稚園教諭や社会福祉主事（任用）、博物館学芸員などの資格

取得も可能です。 

Ｅ．「心の教育」を充実させ、クラス運営や心理ケアに関する基礎的な理解を得られるよう

カリキュラムを設定しています。 

 

調査結果： 魅力度は、すべての項目において５割を超える。 

•最も魅力度が高いのは、「Ｂ．1 年次から教育現場に触れ、教育実習を繰り返し行うこと

で、大学で学ぶ教育理論と、実際の教育現場での課題の両方を理解でき、高い教育実践力を

身につけられます。」（63.8％）であり、「とても魅力を感じる」と回答した人の割合も 20.2％

で最も高い。 

次に魅力度が高いのは、「Ｄ．小学校教諭だけでなく、幼稚園教諭や社会福祉主事（任用）、

博物館学芸員などの資格取得も可能です。」（61.5％）、さらに「Ｅ．「心の教育」を充実させ、

クラス運営や心理ケアに関する基礎的な理解を得られるようカリキュラムを設定していま

す。」（60.9％）と続く。 

 

 

ⅱ）受験意向・入学意向 

 

高野山大学・教育学科を 

「受験したい」    171 人 （8.5％ 2001 人中） 

上記 171 人中で「入学したい」 145 人 （84.5％ 171 人中） （4.8％ 2001 人中） 
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•高野山大学「文学部 教育学科」を「受験したいと思う」と答えた人は、8.5％（171 人）

である。171 人のうち、「入学したいと思う」と回答した人は、84.8％（145 人）、全体（2001

人）の 4.8％である。 

 

これらの回答を、属性別にまとめると 

① 高校所在地別 

•高野山大学「文学部 教育学科」の設置予定地である「大阪府」の高校在籍者からの入学

意向は 7.9％（1,052 人中、83 人）と、予定している入学定員数を上回る入学意向者がみら

れた。 

② 高校卒業後の希望進路別 

•「四年制大学に進学」を考えている回答者の入学意向は 9.7％（947 人中、92 人）。 

そのうち、高野山大学を受験・入学する可能性が高い「私立大学に進学」を考えている回

答者に限定した場合でも、入学意向は 10.0％（647 人中、65 人）と、予定している入学定員

数を上回る入学意向者がみられた。 

③ 興味のある学問系統別 

•高野山大学「文学部 教育学科」の学問内容と関連する「教員養成・教育学」に興味があ

る回答者からの入学意向は 22.7％（207 人中、47 人）。 また、「保育学・幼児教育学」に興

味がある回答者からの入学意向は 16.5％（243 人中、40 人）みられ、両者を合わせた「教員

養成・教育学、保育学・幼児教育学」に興味がある回答者からの入学意向は 18.0％（394 人

中、71 人）と、予定している入学定員数を上回る入学意向者がみられた。 

•その他、「社会福祉学」に興味がある回答者からの入学意向も 16.8％（101 人中、17 人）

みられる。 

④高野山大学「文学部 教育学科」の特色に対する魅力度とのクロス集計結果 

特色に対する魅力度回答結果と入学意向とのクロス集計結果をみると 

•高野山大学「文学部 教育学科」の特色に魅力を感じている回答者の入学意向は、いずれ

の特色でも 10％程度みられ、高野山大学「文学部 教育学科」の特色に魅力を感じた人から

の入学意向が高い傾向がうかがえる。 

以上、入学意向調査結果の概要を簡単に記した。詳しい結果やデータは（添付資料４）を

参照されたい。 
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回収された生徒数 2001 人は、先に述べた大阪南部、和歌山紀北地域の高校生数約 6 万 2

千人と比べておよそ 30 分の１であることから、実際の受験生はアンケートでの 145 名を上

回る数にのぼることは容易に推定できる。 

大学進学率が 50％だとして、有効回収データ中の 8.5％が受験意向を示し、4.8％が入学意

向を示したことを機械的に適用すると、6 万 2 千人の 50％（31,000 人）の 8.5％にあたる 2635

人が受験意向を持ち、1488 人が入学意向を持つというデータとなる。 

もちろん、アンケート対象校はもともと高野山大学に進学実績がある高校が中心であるこ

とを考慮すると、これを一般化することは控えなければならないし、2600 人余という受験者

を期待することは現実的ではない。しかしながら、こうしたデータが出たこと自体、我々を

勇気づけるものである。 

 

なぜこうした良好なデータが出たのか、クロス集計から分かることの一つは、本学カリキ

ュラムの特色に対する魅力度が高いということである。上述のように、アンケートに際して

本学のカリキュラムの特徴を 5 点に集約して示したが、「受験したい」且つ「入学したい」

と答えた 145 人は、この 5 つの特色すべてに「とても魅力を感じる」と答えている割合が他

に比べて 10 ポイント以上高い。これは、たとえ実績がなくても教育内容に魅力があれば、

進学先として選択してくれる可能性があることを強く示すものだと理解できる。 

もちろん大阪南部には、教員養成の有力大学が揃っており激戦区である。しかしすでに述

べたように（p.8）、教員養成系大学への進学希望者は、それら有力校の入学定員の 7 倍以上

にのぼっており、たくさんの不合格者を出している。こうした状況が急変するというデータ

はみられないことからも、定員確保の可能性が高いことは間違いないと思われる。 

 

なお同時に、小学校管理職および一般企業に対してもニーズ調査を行っている。（資料４） 

 

■ 小学校管理職（校長、教頭等）へのニーズ調査 

配布数 135 件配布、 回収数 107 件、有効回答数 107 件(有効回収率 79.3%) 

・本学教育学科は社会に必要か 

   Yes   103 （96.3％）     No  0      N.A. 4 

 ・卒業生が勤務してほしいか 

   Yes      98   (91.8%)         No   0        N.A.  9 
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■ 一般企業 採用意向調査 

   配布数 183 件、 回収数 96 件、有効回収数 96 件 （有効回収率 52.5％） 

・本学教育学科は社会に必要か 

   Yes  84 （87.5％）   No  4       N.A. 6 

 ・採用意向（「採用したいと思う」と回答した会社数） 

   採用想定人数を明記して採用したいと回答  32 社（33.3％） 

   採用想定人数は不明だが採用したいと回答  44 社（45.8％） 

   採用したいと回答した会社      合計 76 社（79.1％） 

 

いずれも、大変評判の良いデータであり、卒業時の出口についても大いに期待できる。特

に小学校管理職の方々へのアンケート結果において、本学教育学科卒業生が「社会に必要か」

との問いに対して、96％もの方が Yes、「勤務してほしいか」との問いにも、91.8％の方が

Yes と回答してくれたことは、今回の教育学科の構想が、教育現場のニーズに合致している

ことを裏付ける有力なデータだと思われる。また 79％もの一般企業から、「採用したい」と

の回答を得たことは、従来の高野山大学では考えられなかったデータである。たとえリップ

サービスがあるとしても、卒業生への期待が大きいことを示すものであり、期待に応えられ

る教育を行わなければならないと肝に命じている。 

 

 

② 第三者機関による入学意向調査（2019 年度実施）の結果 

2019 年度は、株式会社アンド・デイに依頼して、入学意向調査を実施した。以下にその概

要を述べる。なお、調査結果の詳細は、「資料－５、文学部教育学科に関するアンケート（高

校生）調査結果報告書」を参照されたい。 

 

調査結果の概要 

調査対象校 大阪府・和歌山県・奈良県・京都府の公立・私立高校 2 年生  

      38 校 5254 件 

調査期間  2019 年 11 月 18 日～12 月 27 日 

 有効回答数 34 校 3279 件 （有効回答率 62.4％） 

      大阪府 1830 件、和歌山県 1183 件、奈良県 174 件、京都府 92 件 
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アンケートでは、（１）希望進路分野、（２）高野山大学教育学科の学びの特徴の魅力度、

（３）高野山大学教育学科受験の可能性、（４）高野山大学教育学科入学の可能性について尋

ねている。（１）の希望進路分野については、高校卒業後に考えている進路（大学、短期大学、

専門学校就職等）や、興味のある学問分野、進学先決定時の重要事項などを尋ねている。 

 

■希望進路 

 大学進学を希望している者は、全体の 68％（2230 人）であり、第一希望として大学を進

路先にしている者は、全体の 61.1％、短期大学 4.1％、専門学校 15.2％、就職 10.1％、その

他と未決定 6.4％であった。 

 大学進学希望者（2230 人）の中で、教育・保育分野を希望する者は 582 人（26.1％）で

あり、かなりの割合になっている。 

 また、進学先を決定する際に重視する項目として、 

 「学びたい学部・学科・コースがあること」がもっとも多く全体の 67％を占めている。「就

職に有利であること」を選択したものが次に多く 50.1％となっていて、近年の学生の典型的

な様子が現れている。その他、「校風・雰囲気の良さ」「学生生活が楽しめる」「資格取得に有

利」「交通の便が良い」「学費が高くない」などが続いている。 

 従来の高野山大学が学生募集に苦労する理由の一端をこのアンケート結果から垣間見るこ

とができる。 

 

次に、高野山大学教育学科への受験や入学の可能性に関する結果の概略を記す。 

■高野山大学文学部教育学科を受験したいか 

（１）受験したい          50 人   1.5%  

（２）受験校の候補に入る     307 人      9.4%    

 計           357 人      10.9％   ※受験意向あり 

（３）受験したいと思わない   2843 人    86.7％ 

（４）無回答           79 人   2.4％ 

          合計    3279 人  100％ 

 

「受験したい」と「受験校の候補」の合計 357 人（10.9％）が、本学教育学科に対して受験

意向があると考えられる。この 357 人について、入学の意向を尋ねた結果が以下である。 
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■高野山大学文学部教育学科に入学したいか 

 （１）入学したい             50 人   14.0％   1.5％ 

 （２）併願校の合否によっては入学したい  232 人   65.0％   7.1％ 

               計      282 人   79.0％   8.6% 

※入学意向あり 

（３）入学先としては考えない       67 人   18.8％   2.0％ 

（４）無回答                8 人       2.2%   0.2％ 

              合計     357 人   100％ 

 

 上記右端の結果は、全回答者 3279 人における結果である。その中で、就職や進路未定の

者を除き、大学・短大・専門学校への進学を希望している者（以下、進学希望者とする）は

2799 名であり、その人々の結果を以下に示す。 

 

■大学等への進学者希望者における受験意向 

（イ）     （ロ） 

 （１）受験したい             42     1.5％   1.3％ 

 （２）受験校の候補に入る         279     10.0％   8.5％ 

                 計      321         11.5%   9.8％ 

※受験意向あり 

（３）受験したいと思わない       2445    87.4％   74.6％ 

（４）無回答               33     1.2％   1.0％ 

              合計     2799    100％ 

 

（イ） 進学希望者 2799 人中の割合 

                    （ロ） 全回答者  3279 人中の割合         

 

■上記の受験希望者（321 人）における入学意向。右端は進学希望者（2799 人）中の割合                                                    

（１）入学したい             42    13.1％    1.5% 

（２）併願校の合否によっては入学したい  210        65.4%    7.5％ 

            計        252        78.5%   9.0％  
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（３）入学先としては考えない       62    19.3％   2.2％ 

（４）無回答               7     2.2％   0.3％ 

                       計       321    100％   

                         

進学希望者は全体の 94％を占めているので、回答の傾向はほぼ変わらない。したがって、

上記の受験意向や入学意向は、問題がない回答だということができるが、意向調査の結果と

してみる場合、厳しく進学希望者 2799 人におけるデータを使用することとしたい。 

 

■意向調査の結論 

 ・進学希望者（2799 人)のうち、「受験したい」「受験校の候補に入る」を合わせた「受験

検討意向あり」は、321 人（11.5％）である。これは全体の 9.8％にあたる。 

 

・「受験検討意向あり」のうち、「入学したい」「併願校の合否によっては入学したい」を合わ

せた「入学意向あり」は、252 人であり、「受験検討意向あり」321 人中の 78.5％、進学希望

者の 9.0％、全体の 7.7％にあたる。 

 

・保育・教育関連に進学したい者に絞った場合、「受験検討意向あり」は 154 名となり、全

体の 4.7％にあたる。（詳しくは、添付資料参照） 

 

 

■前年度との比較 

 2018 年度  受験したい 171 人（8.8％）、 入学したい 145 人（4.8％） 

 2019 年度  受験したい 321 人（9.8％）、 入学したい 252 人（7.7％） 

 

前年度と比べて、受験したい者・入学したい者の数は増加しており、全体に対する割合も

増加している。2018 年度の結果から分析したと同様に、2019 年度の結果を大阪南部、和歌

山紀北地域の高校生数約 6 万 2 千人に拡張して受験可能数を推計する。6 万２千人の半数が

大学進学であり、その９％が本学の受験希望者とすると、62000ｘ0.5ｘ0.09＝2790 人とな

り、高い受験可能性を示唆するデータとなる。 
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アンケート依頼校は、本学に親和性の高い高校が多いことを考慮に入れると、実際の受験

生が 3000 人近くに上ると考えることは現実的でないが、入学定員 50 人を確保する可能性

は十分にあると想定して問題ないであろう。 

 

 

■「教育学科の特色」に関する魅力度（※） 

※魅力度＝「とても魅力を感じる」「ある程度魅力を感じる」と回答した人の合計値 

特色を示す項目は昨年と同様であり、魅力を感じるかどうかを選択肢で回答してもらった。

項目は以下の通りである。 

 

A．農業体験、木工体験、馬術体験など様々な体験学習を重ねることで、教員としての指

導力につながる行動力や困難に立ち向かう力を身につけます。 

Ｂ．1 年次から教育現場に触れ、教育実習を繰り返し行うことで、大学で学ぶ教育理論と、

実際の教育現場での課題の両方を理解でき、高い教育実践力を身につけられます。63.8 

Ｃ．英語に関する Web 教材の導入や高野山観光ボランティア実習、海外留学などを通して、

これからの教育現場に必要な国際的な視野と実践的な英語力を修得できます。 

Ｄ．小学校教諭だけでなく、幼稚園教諭や社会福祉主事（任用）、博物館学芸員などの資格

取得も可能です。 

Ｅ．「心の教育」を充実させ、クラス運営や心理ケアに関する基礎的な理解を得られるよう

カリキュラムを設定しています。 

 

各項目に対して、①「とても魅力的」、②「ある程度魅力的」、③「あまり魅力的でない」、

④「まったく魅力的でない」の中から選択してもらった。①と②を合わせたものを魅力度と

すると、結果は以下の通りである。 

 

（A） ①20.5％  ②41.4％  ③21.2％  ④12.9％  魅力度 61.9％  

（B） ①30.3％  ②41.3％  ③14.4％  ④9.9％    同  71.7％ 

（C） ①29.3％  ②41.6％  ③15.7％  ④9.3％    同  70.9％ 

（D） ①28.1％  ②37.3％  ③18.1％  ④12.4％    同  65.4％ 

（E） ①25.3％  ②43.2％  ③17.7％  ④9.7％    同  68.5％ 
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最も魅力的に思われたのは、（B）「1 年次から教育現場に触れ、・・・高い教育実践力を身

につけられます」であり、次に（C）「英語に関する WEB 教材の導入・・・国際的な視野と

実践的な英語力を修得」、（E）「心の教育を充実・・・クラス運営や心理ケアに関する理解」

と続く。（B）の「1 年次から教育現場に触れる」項目は、「とても魅力的」という回答が 30.3％

と 3 割を超えており、教員志望の高校生にとっては重要な要素であることがわかる。 

魅力度は、全ての項目で 6 割を超えており、本学の教育の特徴が肯定的に受け止められて

いると理解できる。 

一方、体験的な学びについて、昨年に続いて他の項目よりも低いことが気にかかる。体験

の内容について分かりやすいメッセージを伝えることができれば、理解を得られるようにな

ると期待しているが、様々な角度からより深く分析する必要があると考えている 

 

③ 指定校進路指導部担当教員に対するアンケート結果（2018.1）  

教育学科設置を計画するにあたって、本学の指定校 66 校に対して教育学科設置に関する

訪問調査を行った（2018.1.23-2.5）。 

 教育学科設置を検討するにあたって、本学の指定校 66 高校の進路指導部担当教員に対し

て訪問調査を行った（2018.1.23-2.5）。調査は、本学総務課入試企画担当職員が訪問し、（表

-18）に示した項目について担当教員から回答いただいた。本学が実施したものであるので、

第三者によるものにくらべて客観性は低いが、アンケート内容自体は妥当なものであり、一

定の客観性を有すると考えられるので、補足資料として提示する。 

 

 以下は、アンケート結果である。 

 

（表-18） 教育学科設置計画に係る調査（指定校 66 校分） 

1 教育学科への志望者はいるか   校数    ％ 

  はい 64 97% 

  いいえ 2 3% 

    
 

  

2 
高野山大学が教育学科を設置した場

合、進学を検討するか  
  

  はい 43 65% 

  いいえ 23 35% 
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3 
教育学科選択時に重視することは何

か  
  

  ・教員採用試験の実績 39 37% 

  ・教育プログラムの内容 28 26% 

  ・キャンパス 6 6% 

  ・偏差値の高い大学 5 4% 

  ・教授陣 4 4% 

  ・その他 24 23% 

※実施時期 2018 年 1月から 2月  

 

（表－18）に見られるように、従来からほとんどの高校で教育学科に志望する学生は存在

しており（97％ 64 校）、高野山大学が教育学科を設置した場合に教育学科への進学を検討

するという回答が 65％（43 校）にのぼっている。その際に、志望動機として、教員採用試

験の実績に続いて、教育プログラムの内容が重要だとの回答が 3 割近く（26％、28 校）を占

めていて、たとえ新設の教育学科であっても、良いプログラムを用意すれば学生の獲得が十

分に可能であることを示している。 

 

 

 

（２）千代田学園大阪暁光高校との連携 

 高野山大学は、千代田学園と連携協定を結んでいる。千代田学園は大阪暁光高校を持って

おり、大阪暁光高校には、平成 2９年から教育探究コースが設置されている。同コースには

1 期生（現３年生）23 名、2 期生（現２年生）24 名、3 期生（現 1 年生）25 名が在学する。 

教育探究コースは、高野山大学の教育学科に進学することを目標の一つとするコースであ

るため、それなりの進学希望者を見込むことができる。また、暁光高校普通科には、他に幼

児教育コースと進学総合コースが設置されており、幼児教育のコースでは、3 年生 63 名、2

年生 57 名、1 年生 57 名、進学総合コースでは、3 年生 200 人、2 年生 152 人、1 年生 170

人の生徒が在学している。これらのコースでも、本学教育学科に進学を希望する生徒が存在

する可能性は十分に高い。 

 千代田学園の「第 2 期学園振興中期計画」（2018.5）には、“高野山大学の教育学科を、本

高校の「教育探究コース」の進学先として位置づけ、7 年一貫教育で教職等への進路保障”

を目指し、“さらに、本高校「幼児教育コース」から短期大学に進学し 5 年一貫で幼児教育
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を学ぶ学生たちが、短大課程の修了後に、高野山大学の教育学科に編入学し、小学校や特別

支援の教員免許も取得できる”ようにしたいと計画されている（資料６ 千代田学園第 2 期

学園振興中期計画、2018.5、p.９）。 

 千代田学園との連携は、新入学生ばかりでなく編入学生まで含んだ可能性に満ちたもので

ある。 

 

 以上、大阪南部・和歌山県紀北地域の高校生数や、教員養成系大学の入学定員と受験生数

などから、実質受験倍率が 4 倍を超えており、近隣地区の教員養成系への進学希望者を収容

するには定員が不足していること、教員採用事情が簡単ではなくても、一定の教員の必要性

は持続し、採用可能性が十分にあること、千代田学園との連携による入学志望者、高校生に

対するアンケート結果などのデータから、定員確保の可能性はかなりのレベルで高いといっ

てよいということを説明してきた。 

加えて、高野山真言宗関連学園（大阪清風高校、清風南海高校、宣真学園女子高校、奈良

智弁学園高校、奈良智弁カレッジ高校、高野山高校、横浜清風高校）や全国からの受験者な

どを考慮すると、受験生 50 名を確保することは十分可能であるということができる 

 

 

 ３） 中長期的な 18 歳人口の全国的、地域的動向等 

（１）全国的動向 

現在のわが国の人口構成は下記の図に端的に示されているように、40 歳台と 60～70 歳台

の人口が大きく、若年層が小さい比率である。現状のままでは、徐々に人口減が進む様子が

分かる。ちなみに、20～24 歳の人口が約 600 万人、15～19 歳が 580 万人である。 
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（図―４） 2019 年人口構成 

 

次の図は 2040 年の人口構成予測である。20 年後のわが国では、20～24 歳の人口が約 490

万人、15～19 歳では 430 万人余となっている。上で見た人口と比較すると、20～24 歳で 110

万人、15～19 歳で 150 万人の減少となる。20 年間で 100 万人以上の受験生層の減少となる

様子が如実に現れている。 

 

 

 （図―５） 2040 年人口構成 

 

 今後の大学進学者について、こうした全国的な状況を無視することはできないが、一方で

教員養成については、少数の学生に対して丁寧な指導を行いその充実をはかるチャンスでも

ある。国や地方自治体は、教育の充実のためにぜひ施策の改善をお願いしたい。 
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（２）大阪府の動向 

高野山大学教育学科が位置する大阪府等の状況についてはどうか。 

以下は大阪府の人口推移を示したグラフである。2030 年に 826 万人の人口が 2040 年には

765 万人ほどに減少している。 

 

（図―６） 大阪府の人口推移 

 

さらに、大阪府のデータに基づき、高野山大学教育学科への通学圏である大阪南部を抜き

出して、5 歳間隔の年代別に整理したものが次の表である。 

 

（表―１９） 大阪府年齢階層別・地域別人口（Ｈ３０）  

大阪府統計年鑑（Ｈ３０） 年齢階層別・地域別人口 
   

       
市区町村名 総数 ０～４歳 ５～９ １０～１４ １５～１９ ２０～２４ 

大阪府 8,856,444            

大阪市地域 2,702,432  104,660  100,922  98,781  111,592  149,434  

中河内地域 829,699  30,043  33,156  35,969  42,434  44,256  

南河内地域 611,969  21,062  24,286  26,962  32,698  32,541  

泉北地域 1,177,251  47,106  53,280  56,588  61,325  59,770  

泉南地域 572,445  21,546  24,947  28,016  32,212  31,541  

合計 5,893,796  224,417  236,591  246,316  280,261  317,542  

 

この表を基にして、今後の人口推移予測を作成したものが次の表である。現在の 28 万人が

15 年後には 22 万人に減少すると予測される。 
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（表―２０ ） 大阪南部地域別人口予測 

 
Ｈ30 （2018） Ｈ35 （2023） Ｈ40 （2028） Ｈ45 （2033） 

市区町村名     

大阪市地域 

中河内地域 

南河内地域 

泉北地域 

泉南地域 

111592 

42434 

32698 

61325 

32212 

98781 

35969 

26962 

56588 

28016 

100922 

33156 

24286 

53280 

24947 

104660 

30043 

21062 

47106 

21546 

合計 280261 246316 236591 224417 

 

 

これらのデータから、大学進学率 50％、教育学関連への進学率 7％がそのままだと仮定した

場合、将来の進学者数は以下のように推測できる。 

 

（表―２１）   大阪南部教育関連学科進学者予測 

平成 45 年（2033 年）ころ 15-19 歳人口 224417 人 
   

教育関係進学者予測数＝人口*0.5*0.07＝7854.6 約 7855 人 
 

   

      
平成 30 年（2018 年）ころ 15-19 歳人口 280261 人 

   
教育関係進学者予測数＝人口*0.5*0.07＝9809.1 9809 人 

 

要するに、現在の大阪南部での教育学科関連学科への進学希望者数が約 1 万人とすると、

15 年後の 2033 年頃は約 7800 人に減少することを示唆しているわけである。現在の実際の

受験者数は約 2 万人（p.8 表―８「近畿教員養成系大学入試動向」）であるので、大阪南部

の受験生人口からの機械的な割り出し数の 2 倍程度となっている。複数受験やその他の地域

からの受験生等における積み上げで生ずるデータだと考えられる。したがって、2033 年頃で

も実際には 1 万人を超える受験者がありうる。 

大学の設置状況がそのままだと仮定した場合、関西の私立大学の教育学科関連の入学定員

は 2700 人ほど（p.8 表―８「近畿教員養成系大学入試動向」参照）であるので、7800 人

なら、2.9 倍程度の受験生が存在することになる。上述のように、実際は複数受験するので、

それを上回る可能性は高い。 

もちろん今後の動向がどのようになるのか予測することはできないが、たとえ時代の変化

があっても、教員養成の重要性が高まることはあっても減ることはないと考えられるので、

定員の確保は可能であるといってよいと思われる。教員養成の重要性については、Ⅱ「人材

需要の動向等社会の要請」の章で記述したので参照されたい。 
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２． 学生納付金の設定の考え方 

学生納付金は、本学の財政状況、収支予想や、他大学の学生納付金との比較・検討のうえ

で設定した。教育学部設置予定の大阪府河内長野市の近隣には、教員養成における有力大学

がいくつか存在する。それらの大学の納付金は以下の通りである。 

 

四天王寺大学   148.5 （授業料 83.7  教育充実費  32 入学金 30、その他 2.8） 

大阪大谷大学   130.4  （授業料88   教育充実費  21 入学金20 その他 1.4） 

桃山学院教育大学 138  （授業料 90  教育充実費  25   入学金 23 ） 

畿央大学     138  （授業料 86  教育充実費  34  入学金 15 その他 ３） 

  平均値     138.7  （授業料 86.9  教育充実費  28 入学金 22 ） 

                           （平成 30 年度、単位：万円） 

高野山大学    138  （授業料 8８  教育充実費 30  入学金 20） 

 

本学では、この平均値を参考にして、授業料 88 万円、入学金 20 万円、教育充実費 30 万

円としている。上記大学は、いずれも入学定員 200 人前後（平均 210 人）であり、経営上十

分な納付金となっていると思われる。本学は、入学定員 50 人という小規模大学であり、経

営上のコストパフォーマンスは良くないが、後発大学であり納付金が高いと入学者確保に困

難が生ずる可能性が否定できないため、平均的な額の設定を行った。ただし、多くの地域団

体などと連携して行う多様な体験学習など、教育活動にかかる経費が大きいこと等を鑑み、

教育充実費については平均値よりも高めに設定している。 

この納付金による収入は、初年度 6900 万円、4 年間で 2 億 4 千 600 万円ほどであり、私

学助成金等の補助金を見込めば黒字経営が可能となっている。 

 

  

 

３．学生確保に向けた具体的な取組状況 

１）既存学部・学科・専攻における取り組み 

本学の既存学部・学科では、以下の取り組みを実施することで、学生の確保を図っている。

教育学科についても、設置認可申請の進捗に応じて、同様な取り組みを実施し、学生確保に

つなげていく。 
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① 学生確保に向けた積極的な情報発信 

・高校生対象の進学情報誌・WEB 情報媒体への本学情報掲載と学生募集告知。 

・本学ホームページにおける学部・学科情報の紹介、オープンキャンパスの告知、入試情

報等の掲載。 

・大学案内を作成し、本学への資料請求者及び全国の高等学校・予備校へ一斉発送（平成

31 年度は 5 月に大学案内作成後、一斉発送）。 

・本学への資料請求者等に対するオープンキャンパスの案内や入試情報の提供を目的とし

たダイレクトメールを発送。 

・SNS（ソーシャルネットワーキングサービス）として、インスタグラム、Facebook、

LINE、Twitter を積極的に活用し、能動的な情報発信を展開。特にインスタグラムの

発信は評判を呼んでおり、NHK の番組「あさイチ」でも取り上げられた（H31.2.21）。 

② 高校生への直接アプローチ 

・年間を通じてオープンキャンパスを開催（平成 31 年度は５回実施）し、各学部・学科・

の特長や学びの内容を公開することで募集活動を実施。 

・広報支援企業主催の進学相談会や高等学校内ガイダンスへ参加し、高校生へダイレクト

に本学の特長や学びの内容を公開。 

・高等学校からの要請で本学教員による出張講義等を実施し、本学の学びや特長を高校生

に直に伝えることで募集活動を支援。 

③ 保護者への直接アプローチ 

・オープンキャンパスにおいて、保護者を対象とする説明会を実施し、保護者にとって有

用な情報（学費･就職等）を直接提供。 

・広報支援企業主催の進学相談会において、保護者にとって有用な情報（学費･就職等）を

直接提供。 

④ 高等学校への直接アプローチ 

・本学教職員による高等学校への訪問活動を実施し、学部・学科の特長や最新の入試情報

を提供。 

・大学見学会・模擬授業・特別講義の実施等、高等学校からの要請について積極的に対応。 

⑤ 遠隔地からの志願者確保 
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２）教育学科における取り組み 

上述の広報活動に加えて、教育学科においても、以下のような学生確保に向けた施策を着

実に実行し、学生を確保する。 

 

・平成 30 年 12 月より、教育学科の設置を構想中である旨を、高校生対象進学情報誌を

通じて告知した。 

・令和 1 年 12 月より、教育学科設置構想中である旨を、本学ホームページ・高校生対象

進学情報誌を通じて告知した。 

・本学資料請求者へ、教育学科設置構想・申請中のダイレクトメール発送を予定。 

・高等学校教員対象「大学説明会（本学主催）」で、文学部教育学科の概要について説明予

定。 

・教育学科設置に向けた申請及び認可後、各段階に応じた制作物（リーフレット等）を作

成し、資料請求者、各高等学校に発送予定。 

・教育学科の申請状況に応じて新聞掲載を予定。 

 

・設置申請後、教育学科設置記念シンポジウムの開催を計画 

・教育学科の設置認可後は、資料請求者及び各高等学校に速やかに認可告知するとともに、

入学試験に係る情報を提供し、受験生確保に尽力。 

・大学説明会や出前授業等により、連携学園の高等学校に対する説明を強化し、教育系大

学希望者の本学志願を推進。 
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Ⅱ．人材需要の動向等社会の要請 

 

１． 教員養成の重要性 

１）中教審の提言 

少子化のあおりを受け、教員養成系学部・学科への進学者減少が語られるが、教員養成は

国家の基盤であり、どのような社会変動があっても必要な分野である。したがって、一定数

の教員確保は国家的課題である。 

 中央教育審議会は、平成２７年度に「教職員定数に係る緊急提言」を行った。厳しい財

政状況を反映して叫ばれる教職員定数削減に対し、その不当性を以下のように訴えている。 

 

“国の方針としても、経済成長の源泉は「人」であり、教育を通じた人材育成は、極めて

重要な先行投資であると位置づけられているように、教育は、「国家百年の計」であって、長

期的な視点に立った制度設計が必要であり、その最も重要な基盤である教育投資を怠れば、

国家の未来に禍根を残すことになる” 

 

緊急提言 

「教職員定数の機械的な削減ではなく、多様な教育課題や地域のニーズに応じた確固たる

教育活動を行うために必要な教職員定数を戦略的に充実・確保すべきである。」 

（文部科学省、H27 年 10 月 28 日） 

 

提言の文書では同時に、日本の教員の労働実態の過酷さや、地域との連携による学校づく

りの重要性などにも触れて、“加配定数を含む教職員定数の充実”や、教職員の授業力の向上

をはかれるような“指導体制の充実・確保”などについて“文部科学省として全力で取り組

むことが必要である”と指摘されている。 

提言で言われるように、教員養成は、まさに国家の要となる事業であり、今後とも充実し

ていくべき分野である。同時に、真に教育現場で活躍できる資質能力を備えた教員をどのよ

うに養成していくのかという教員養成の本格的なカリキュラムが必要である。これに関する

本学教育学科の構想については設置趣旨の中で詳述している。 

 

 

 



35 

 

２）未来社会における教育の意義 

ＡＩが大きな役割を果たすことになる社会がすぐそこに近づいている。今後 10 年から 20

年の間に、様々な職業がＡＩ等に代替されていくと予想されている。 

たとえば、三菱総合研究所による分析では、2030 年に向けて、分析的で創造的なタスクは

残るが、定型的で手仕事的なタスクは、ＡＩやロボットに担われるように変化すると予測さ

れている。下図の右上（第 1 象限）が、人間の役割が重要である分野であり、左下や右下は

ＡＩやロボットに最も浸食される可能性のある分野だとされている。管理職や専門・技術職

は生き残りうる分野であり、教員はそういう分野の典型の一つとされている。 

 

 

出所：O*NET、国勢調査などより三菱総合研究所推計 

（図―７） ＡＩ等の進出と職業 

 

同様に、野村総研のニュースリリース（2015.12.2）でも 2030 年を見据えての労働人口の

変化予測が報告されており、日本の労動人口の 49％が人工知能やロボット等で代替可能にな

ると予測されている。上図と同じく、「創造性、協調性が必要な業務や、非定形な業務は、将

来においても人が担う」という研究結果である。 

このニュースリリースには、参考として、「人口知能やロボット等による代替可能性」が「高

い職業」と「低い職業」をそれぞれ 100 種示した表がつけられていて、保育士・幼稚園から

大学にいたる教職関連の業務は、代替可能性が「低い」職業 100 種に入っている。 
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さらに興味深いのは、文部科学省高等教育局が、京都大学や日立製作所などと共同研究し

た、「ＡＩを活用した、日本社会と高等教育に関するシミュレーション」（2019.1.24）である。 

そこでは、将来起こりうるシナリオを８グループに整理したうえで、2050 年の日本社会の

状態が「持続可能性や、社会的パフォーマンスが高く、高等教育が充実している」シナリオ

グループの特徴や、そうした社会に進む際の分岐点等について指摘がなされている。 

そうしたグループの特徴は、都市集中型ではなく、地方分散型で教育が充実している社会

であり、「教育の質」や、「大学進学率」、「地方大学の振興」を重視していくことが、持続可

能性や社会的パフォーマンスに寄与する度合いが高いと結論付けられている。高等教育はも

ちろんだが、初等・中等教育の質を高めることが、明らかに地域社会の向上に寄与し、ひい

ては日本社会の持続可能性の向上に寄与することが想起できる。 

 

こうして、今日の現状や未来社会のありようから見ても、教育の重要性が高まることはあ

っても、下がることはないと言ってよいだろう。 

 

 

２．高野山大学文学部教育学科の人材育成目標 

１） 教育現場で真に活躍できる教員の養成 

高野山大学文学部教育学科では、教育現場で真に活躍できる教員の育成を第一目標として

いる。 

計画中の教育学科カリキュラムでは、小学校現職教員に、教育現場で必要とされる資質・

能力についてアンケートを行い、その分析に基づいて、従来の教員養成系大学とはまったく

異なったカリキュラム設計を行った。 

アンケートは、河内長野市教育委員会の協力のもとに市内小学校教員計 183 名から回答を

いただいた。アンケート内容は、教育現場で必要な教員の資質・能力について、選択肢を示

し、三つまであげてもらった。同時に、教育現場での悩みについても選択肢から三つまで選

択してもらい、必要性と重ねて分析の資料とした（詳しくは、「設置趣旨等を記した文書」の

添付資料２ 教育学科設置準備室「教員の資質・能力に関するアンケート結果」参照）。 

アンケート結果については、「教育課程編成の考え方および特色」で述べているが、「児童

の言葉をよく聴き，児童に寄り添う」ことが重要だという答えが圧倒的に多い（78.1％）。教

育活動上の悩みについての質問でも、「授業づくり」（63.9％）に次いで「児童理解」は 57.4％
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と高い。また 56.3％の教師が「教科をしっかりと教える力」を重要だと指摘し、悩みにおい

ては、「授業づくり」が 63.9％で第 1 位になっている。授業力の重視は当然の結果であろう。 

この他、相手に分かりやすく伝える（44.3％）、学び続ける姿勢（37.7％）、仲間と協力し

てものごとを進める（36.6％）、苦しくてもへこたれず最後までやり遂げる（20.8％）などが

続く。教科を分かりやすく教える力は当然必要なものだが、それ以上に、人間力とでもいう

べき能力が求められていることがわかる。 

こうした能力は非認知的能力というべきものであるが、それは人間関係を通して形成され

るものであり（たとえば、中室牧子『学力の経済学』ディスカバー21，2016，p.87）、多様

な経験や環境の産物でもある（ポール・タフ、『私たちは子どもに何ができるのか』英治出版、

2017、p.27 )とされている。また、こうした非認知的能力について、新しい学習指導要領で

は、「学びに向かう力」として重要な位置づけを行っている。 

本学のカリキュラムでは、体験的活動をできるだけ沢山導入することで非認知的能力を高

め現場力のある教師の育成を目指す。農業体験、森林体験、里山保全活動、地域活性化活動、

馬術場体験、文化活動などを、プログラム化している（「設置趣旨等の書類」添付の資料３「連

携協定締結先団体一覧、資料７「地域体験学習プログラム内容」参照）。 

このような体験学習によって、まったく異なった人々や仕事との触れ合い、そこでのコミ

ュニケーション力の育成や、共同して作り上げる体験、困難に打ち勝つ体験などを積み重ね

ていくことになろう。教育現場で必要な資質能力の「相手に寄り添うことができる力」や「困

難にぶつかってもやり遂げられる力」，「仲間と協力してものごとを完成させる力」などが，

こうして育まれていくはずである。 

地域諸団体との連携による地域体験学習に加えて、学校現場での体験学習をプログラム化

して１回生から実施する。このために河内長野市教育委員会との間でプロジェクトチームを

作り、プログラム内容の検討を続けてきた。学校現場体験と地域体験を柱として、教育現場

での実践力の育成を図っていくことを狙っている。 

 

こうした体験学習に加えて、「教師力養成特講Ⅰ（HR マネジメント）」と「同Ⅱ（学校理

解）」を設置した。「教師力養成特講Ⅰ（HR マネジメント）」では学級経営について学ぶが、

河内長野市教育委員会から指導教員を派遣していただき、教員現場の実態に即した授業を展

開する連携授業の一つである。 

「教師力養成特講Ⅱ（学校理解）」では、問題を担任にまかせず教師集団全体で解決にとり

くむ学校の在り方について、「みんなの学校」（大阪市立大空小学校）元校長の木村泰子氏に
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講義していただく。大空小学校の取り組みを通して、学校の在り方が変わることで教師が成

長し、不登校児や特別支援の生徒が成長できることを学ぶ。 

（詳しくは設置趣旨「Ⅳ課程編成の考え方及び特色 ３．カリキュラム編成方針」を参照）。 

 

２）地域社会のニーズに応えられる人材の育成 

新しく教育学科を設置するにあたって、周辺地域の教育委員会に教育学科の構想について

訪問説明したところ、すべての教育長が構想に理解を示していただき、体験を重視したプロ

グラムについて特に大きな期待を寄せてくださった。その結果、ほぼすべて教育委員会が教

育学科設置要望書を提出していただいた（資料２）。 

 

教育学科設置要望書提出教育委員会 

大阪府 

①  堺市教育委員会 

② 藤井寺市教育委員会 

③ 松原市教育委員会 

④ 富田林市教育委員会 

⑤ 河内長野市教育委員会 

⑥ 大阪狭山市教育委員会 

⑦ 太子町教育委員会 

⑧ 河南町教育委員会 

⑨ 千早赤坂村教育委員会 

⑩ 和泉市教育委員会 

和歌山県 

⑪ 橋本市教育委員会 

⑫ かつらぎ町教育委員会 

奈良県 

⑬ 五條市教育委員会 

 

なお、河内長野市教育委員会とは、連携協定を結ぶことができた。平成 30 年度は教育長

不在であった為、協議を進めることができなかったが、令和 1 年より新しく教育長が着任さ
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れて、連携協定を締結する合意ができた（添付資料７、「河内長野市教育委員会と高野山大学

との連携協力に関する協定書」）。 

また、周辺地域の様々な団体にも訪問し構想の説明をしたところ、大いに歓迎の意向を示

していただき、高野山大学と連携協定を締結することができた。教育機関ばかりでなく、地

域のまちづくり協議会やNPO団体など地域社会で活動する様々な団体と連携できたことは、

教育学科の教育内容を豊かにできるだけでなく、地域の大きな期待を担って教育活動を展開

できることになる。設置が認可されれば、こうした動きはさらに加速されると思われる。 

 

 連携協定締結団体 

① 河内長野市小山田町小学校区まちづくり会 

② 大阪府森林組合南河内支店 

③ 大阪府立 花の文化園 

④ 河内長野市公園緑化協会 

⑤ NPO 法人 森林ボランティア トモロス 

⑥ NPO 法人 里山ひだまりファーム 

⑦ 富田林市南地区共同組合（農業公園サバーファーム） 

⑧ 和泉体験農園 

⑨ 乗馬クラブ クレイン 

 

なお、以下の３団体とは、まだ協定書は交わしていないが連携協力が確認されている。 

⑩ 河内長野市文化振興財団（※） 

⑪  レザー工房・ギャラリー テハマナ 

⑫  小山田地区果樹園 

（※）文化振興財団は、教育委員会傘下の団体であり、市教育委員会と連携協定を交わしたので、 

同財団との協定は不要である。 

 

 このように、教育委員会および地域諸団体ともに、高野山大学教育学科の新しいカリキ

ュラムへの期待が大きく、地域のニーズは周辺の他大学以上に大きいと感じている。 
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３） スクールカウンセラー等の心理ケアについて 

 近年，学校現場では、不登校やいじめ、暴力行為など様々な問題が山積みしており、そ

の対応に苦慮していることから、スクールカウンセラーの必要性が益々高まっている。高野

山大学では文学部人間学科がスピリチュアルケアの学びを高野山大学難波サテライト（大阪

市浪速区難波）において社会人に向けて行ってきたが、人間学科の改組に伴って、これを密

教学科に移動し、社会人向けの講座は従来通り難波サテライトで実施する。 

教育学科では、これらの科目を他学科履修して心理ケアについて深く学ぶことができるが、

同時に、教育学科内に心理学関係科目を 5 科目設置して心理ケアへの理解を深めるように配

慮した。 

心理ケアの分野は、「チーム学校」の中でも重要な部分であると共に、学校現場のみならず、

一般社会においても必要な分野である。本学教育学科でも人材養成の目的の一つとしている。 
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高野山大学教育学科設置についての要望書 

(高野山真言宗宗務支所からの設置要望書) 

  

高野山真言宗 宗務支所 ２３件 

①高野山真言宗 富山宗務支所 

②高野山真言宗 石川宗務支所 

③高野山真言宗 能登宗務支所 

④高野山真言宗 福井宗務支所 

⑤高野山真言宗 京都宗務支所 

⑥高野山真言宗 内吉野宗務支所 

⑦高野山真言宗 和歌山宗務支所 

⑧高野山真言宗 兵庫宗務支所 

⑨高野山真言宗 淡路宗務支所 

⑩高野山真言宗 播磨宗務支所 

⑪高野山真言宗 但馬宗務支所 

⑫高野山真言宗 島根宗務支所 

⑬高野山真言宗 備中宗務支所 

⑭高野山真言宗 山口宗務支所 

⑮高野山真言宗 徳島宗務支所 

⑯高野山真言宗 愛媛宗務支所 

⑰高野山真言宗 高知宗務支所 

⑱高野山真言宗 福岡宗務支所 

⑲高野山真言宗 肥前宗務支所 

⑳高野山真言宗 大分宗務支所 

㉑高野山真言宗 熊本宗務支所 

㉒高野山真言宗 宮崎宗務支所 

㉓高野山真言宗 福島宗務支所 
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高野山大学教育学科の新設に関する要望書 

(各地方自治体教育委員会からの要望書) 

  

教育委員会 １３件 

① 堺市教育委員会 

② 藤井寺市教育委員会 

③ 松原市教育委員会 

④ 富田林市教育委員会 

⑤ 河内長野市教育委員会 

⑥ 大阪狭山市教育委員会 

⑦ 太子町教育委員会 

⑧ 河南町教育委員会 

⑨ 千早赤坂村教育委員会 

⑩ 和泉市教育委員会 

⑪ 橋本市および橋本市教育委員会 

⑫ かつらぎ町教育委員会 

⑬ 五條市および五條市教育委員会 

   

 



資料3-1

大阪南部　高校生徒数　(平成２８年度）

計 男 女 計 男 女
230,755     114,594     116,161     78,464      39,386      39,078      

79,636      39,291      40,345      27,268      13,488      13,780      
20,687      10,067      10,620      7,128       3,522       3,606       
4,534       2,275       2,259       1,506       766         740         

982         413         569         360         168         192         
1,775       705         1,070       606         242         364         
4,251       2,054       2,197       1,389       647         742         
2,614       1,418       1,196       883         502         381         
3,998       1,937       2,061       1,298       636         662         
3,489       1,513       1,976       1,183       515         668         
4,682       2,515       2,167       1,642       909         733         
6,186       2,981       3,205       1,994       954         1,040       
2,373       1,008       1,365       862         367         495         
2,540       1,685       855         918         604         314         
969         508         461         304         156         148         

3,191       1,518       1,673       1,127       540         587         
2,251       1,311       940         757         455         302         

13,735      7,163       6,572       4,686       2,409       2,277       
699         248         451         240         88          152         

2,090       995         1,095       675         325         350         
955         512         443         320         165         155         
749         296         453         244         107         137         
767         542         225         255         182         73          
624         364         260         217         126         91          
679         492         187         193         139         54          

-            -            -            -            -            -            
-            -            -            -            -            -            

合計 56,055          28,012          28,043          

１     学     年

大 阪 市
堺 市
岸 和 田 市

市 町 村
総                数

和 泉 市
柏 原 市
羽 曳 野 市

泉 大 津 市
貝 塚 市
八 尾 市
泉 佐 野 市
富 田 林 市

河 南 町
千 早 赤 阪 村

平 成 ２ ８ 年

熊 取 町
岬 町
太 子 町

交 野 市
大 阪 狭 山 市
阪 南 市

高 石 市
藤 井 寺 市
東 大 阪 市
泉 南 市

河 内 長 野 市
松 原 市
大 東 市



資料3-2

和歌山市・紀北高校生徒数

Ｂ．市町村別高等学校数,教職員数及び学年別生徒数－続き－( 5月 1日現在)

１学年 １学年
男 女 計 男 女 計 男 女 計

人 人 人 人 人 人
   和歌山市 2,071   2,157   4,228   2,069   2,099   4,168   1,985   2,056   4,041   
   橋 本 市 389     219     608     367     263     630     406     245     651     
   紀の川市 297     200     497     259     220     479     212     226     438     
   岩 出 市 131     190     321     146     173     319     133     185     318     

-       -       -       
   紀美野町 10      10      20      6       3       9       4       3       7       

-       -       -       
   かつらぎ町 160     166     326     127     174     301     136     156     292     
   九度山町 -       -       -       -       -       -       -       -       -       
   高 野 町 45      7       52      45      6       51      38      4       42      

-       -       
合計 3,103 2,949 6,052 3,019 2,938 5,957   2,914 2,875 5,789   

資料：県調査統計課「学校基本調査の概要」

Ｕ-07 高等学校

２学年 ３学年
本 科 本 科    本 科
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小学校校長対象調査 

調査対象 小学校校長等、学校関係者 

調査エリア 大阪府、奈良県、和歌山県 

調査方法 郵送調査 

調査 
対象数 

依頼数 135件 

回収数（回収率） 107件（79.3％） 

調査時期 2018年11月26日（月）～2018年12月21日（金） 

調査実施機関 株式会社 進研アド 

１．調査目的 

３．調査項目 

 2020年４月開設予定の高野山大学「教育学部 教育学科」新設構想に関して、小学校 
校長等、学校関係者からのニーズを把握する。 

小学校校長等対象調査 

• 学校所在地 

• 職名 

• 高野山大学「教育学部 教育学科」の特色に対する魅力度 

• 高野山大学「教育学部 教育学科」卒業生の教育現場活躍度 

• 高野山大学「教育学部 教育学科」の社会的必要性 

• 高野山大学「教育学部 教育学科」卒業生に対する勤務意向 

２．調査概要 

小学校校長等対象 調査概要 

※調査実施時点では、「文学部 教育学科」として設置することを検討していたため、  調査票上は 
 「文学部 教育学科」と記載して調査を行っているが、本報告書内では、最終的に決定した名称である 
 「教育学部 教育学科」と表記している。 
 なお、調査対象者に対しては、学部学科名称には（仮称）と表記し、 
  名称や内容は構想中のものであり、変更の可能性があることを明記した上で調査を行っており、 
 また、名称の変更も「文学部 教育学科」から「教育学部 教育学科」と、学部学科名から想起される 
 学問内容や職業イメージが大幅に変動するものではないことから、「教育学部 教育学科」の 
 調査結果としての読み替えは可能と考える。 



小学校校長等対象 調査結果まとめ 
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※本調査は、高野山大学「教育学部 教育学科」に対する人材需要を確認するための調
査として設計し、高野山大学の卒業生就職先として想定される小学校の校長等を対
象に調査を実施し、107人から回答を得た。 

• 回答者の学校所在地（都道府県）は、高野山大学「教育学部 教育学科」の設置

予定地である「大阪府」が68.2％で最も多い。次いで高野山大学本部の所在地で

ある「和歌山県」が19.6％、「奈良県」が12.1％。 

• 回答者の職名は「校長」が66.4％で最も多い。次いで「教頭」が25.2％。 

小学校校長等対象 調査結果まとめ 

回答者の属性 

高野山大学「教育学部 教育学科」の特色に対する魅力度 

• 高野山大学「教育学部 教育学科」の特色に対する魅力度（※）は、すべての項目

で８割を超える。 

• 最も魅力度が高いのは、「Ｅ．「心の教育」を充実させ、クラス運営や心理ケアに関

する基礎的な理解を得られるようカリキュラムを設定しています。」（94.4％）であ

る。 

 次に魅力度が高いのは、「Ｃ．英語に関するＷｅｂ教材の導入や高野山観光ボラン

ティア実習、海外留学などを通して、現代社会に必要な国際的な視野と実践的な

英語力を習得できます。」（91.6％）、次いで「Ａ．学内での講義は主に午前中、午

後は学外で農業体験、木工体験、馬術体験などに参加し、徹底的な体験学習を

重ねることで、行動力や困難に立ち向かう力、仲間と協力してものごとをやり遂げる

力などを身につけます。」（90.7％）と続く。 

• 「とても魅力を感じる」の割合でみると、「B．１年次から教育現場に触れ、教育実習

を繰り返し行うことで、大学で学ぶ教育理論と、実際の教育現場での課題の両方

を理解でき、高い教育実践力を身につけられます。」が50.5％で最も高い。 

※魅力度＝「とても魅力を感じる」「ある程度魅力を感じる」と回答した学校の合計値 
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＜属性別＞ 

◇学校所在地（県）別 

• 高野山大学「教育学部 教育学科」の設置予定地である「大阪府」が勤務地の回答

者からの勤務意向は、91.8％（73人中、67人）と、予定している入学定員数を上

回っている。 

また、高野山大学本部の所在地である「和歌山県」が勤務地の回答者からの勤務

意向は、100.0％（21人中、21人）である。 

 

◇職名別 

• 「校長」からの勤務意向は、90.1％（71人中、64人）、「教頭」からの勤務意向は、

92.6％（27人中、25人）である。 

小学校校長等対象 調査結果まとめ 

高野山大学「教育学部 教育学科」卒業生の 
教育現場活躍度／社会的必要性 

• 高野山大学「教育学部 教育学科」卒業生が、実際の教育現場で「活躍できると思 

う」と答えた回答者は、96.3％（103人）。多くの回答者から、高野山大学「教育学部 

教育学科」の教育によって、教育現場で活躍できる人材が育成できると期待されて

いることがうかがえる。   

• 高野山大学「教育学部 教育学科」の社会的必要性についての評価は、93.5％

（100人）が「必要だと思う」と回答しており、多くの回答者からこれからの社会にとっ

て必要な学部・学科であると評価されていることがうかがえる。 

• 高野山大学「教育学部 教育学科」卒業生に対して、自校で「勤務してほしいと思

う」と答えた回答者は、91.6％（98人）で、予定している入学定員数50名を上回って

いる。 

高野山大学「教育学部 教育学科」卒業生に対する勤務意向 
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◇高野山大学「教育学部 教育学科」の特色に対する魅力度別 

• 高野山大学「教育学部 教育学科」の特色に魅力を感じている人の勤務意向は、

いずれの特色でも９割を超えている。 

 

◇卒業生の活躍度別 

• 高野山大学「教育学部 教育学科」卒業生が、実際の教育現場で「活躍できると思

う」と回答した人からの勤務意向は、94.2％（103人中、97人）と、予定している入学

定員数を上回っている。 

 

◇社会的必要性別 

• 高野山大学「教育学部 教育学科」が社会的に「必要だと思う」と回答した人からの

勤務意向は、97.0％（100人中、97人）と、予定している入学定員数を上回ってい

る。 

小学校校長等対象 調査結果まとめ 



小学校校長等対象 調査結果 
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回答者の属性 
（学校所在地（都道府県）／学校所在地（市町村）／職名） 

■学校所在地（都道府県） 

■学校所在地（市町村） 

大
阪
府

奈
良
県

和
歌
山
県

無
回
答

(n=107)

68.2 

12.1 
19.6 

0.0 
0%

20%

40%

60%

和
泉
市

富
田
林
市

大
阪
狭
山
市

河
内
長
野
市

五
條
市

橋
本
市

無
回
答

(n=107)18.7 17.8 

9.3 

22.4 

12.1 

19.6 

0.0 
0%

10%

20%

■職名 

校長 副校長 教頭 その他 無回答

全体 (n=107) 66.4 

0.0 

25.2 8.4 

0.0 

【単位：％】

200 40 60 80 100
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(各n=107)

とても魅力を
感じる

ある程度
魅力を感じる

あまり魅力を
感じない

まったく魅力を
感じない

無回答

Ａ．

学内での講義は主に午前中、午後は学外で
農業体験、木工体験、馬術体験などに参加
し、徹底的な体験学習を重ねることで、教員
としての指導力につながる行動力や困難に
立ち向かう力を身につけます。

90.7

Ｂ．

1年次から教育現場に触れ、教育実習を繰り
返し行うことで、大学で学ぶ教育理論と、実
際の教育現場での課題の両方を理解でき、
高い教育実践力を身につけられます。

89.7

Ｃ．

英語に関するWeb教材の導入や高野山観光
ボランティア実習、海外留学などを通して、こ
れからの教育現場に必要な国際的な視野と
実践的な英語力を習得できます。

91.6

Ｄ．
小学校教諭だけでなく、幼稚園教諭や社会
福祉主事（任用）、博物館学芸員などの資格
取得も可能です。

86.0

Ｅ．
「心の教育」を充実させ、クラス運営や心理ケ
アに関する基礎的な理解を得られるようカリ
キュラムを設定しています。

94.4

23.4 

50.5 

36.4 

24.3 

45.8 

67.3 

39.3 

55.1 

61.7 

48.6 

8.4 

10.3 

8.4 

14.0 

5.6 

0.9 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

【単位：％】
200 40 60 80 100

魅力度

（※）

■高野山大学「教育学部 教育学科」の特色に対する魅力度 

※魅力度＝「とても魅力を感じる」「ある程度魅力を感じる」と回答した人の合計値 

Ｑ１. 高野山大学の「文学部 教育学科」（仮称、設置構想中）には、以下のような特色があります。 
先生ご自身は、それぞれの特色についてどの程度魅力に感じますか。（それぞれ、あてはまる番号１つに○） 

高野山大学「教育学部 教育学科」の特色に対する 
魅力度 

※魅力度は、人数をもとに％を算出し、小数点第二位を四捨五入しているため、「とても魅力を感じる」と「ある程度魅力を感じる」の合計値と必ずしも一致しない 
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勤務してほしいと思う 勤務してほしいと
思わない

無回答

全体 (n=107)
91.6

（98校）

0.0

（0校）

8.4

（9校）

【単位：％】

200 40 60 80 100

必要だと思う 必要だと思わない 無回答

全体 (n=107)
93.5

（100校）

0.0

（0校）

6.5

（7校）

【単位：％】

200 40 60 80 100

活躍できると思う 活躍できると思わない 無回答

全体 (n=107)
96.3

（103校）

0.0

（0校）

3.7

（4校）

【単位：％】

200 40 60 80 100

高野山大学「教育学部 教育学科」卒業生の教育現場活躍度／ 
社会的必要性／卒業生に対する勤務意向 

■高野山大学「教育学部 教育学科」の社会的必要性 

Ｑ３. 先生ご自身は、高野山大学の「文学部 教育学科」（仮称、設置構想中）は、これからの社会にとって必要だと 
思われますか。（あてはまる番号１つに○） 

■高野山大学「教育学部 教育学科」卒業生に対する勤務意向 

Ｑ４. 先生ご自身は、高野山大学「文学部 教育学科」（仮称、設置構想中）で学び、卒業した学生について、貴校で 
勤務してほしいと思われますか。（あてはまる番号１つに○） 

■高野山大学「教育学部 教育学科」卒業生の教育現場活躍度 

Ｑ２. 先生ご自身は、上記のような能力・姿勢を身につけた高野山大学「文学部 教育学科」（仮称、設置構想中）の卒業生は、 
実際の教育現場で活躍できると思われますか。（あてはまる番号１つに○） 
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■高野山大学「教育学部 教育学科」卒業生に対する勤務意向＜属性別＞ 

高野山大学「教育学部 教育学科」卒業生に対する 
勤務意向＜属性別＞ 

＜属性別＞ 

全体 (n=107) 98人 

大阪府 (n=73) 67人 

奈良県 (n=13) 10人 

和歌山県 (n=21) 21人 

校長 (n=71) 64人 

教頭 (n=27) 25人 

その他 (n=9) 9人 

特色Ａ　魅力あり (n=97) 91人 

特色Ｂ　魅力あり (n=96) 90人 

特色Ｃ　魅力あり (n=98) 91人 

特色Ｄ　魅力あり (n=92) 87人 

特色Ｅ　魅力あり (n=101) 93人 

卒
業
生
の

活
躍
度
別

活躍できると思う (n=103) 97人 

社
会
的

必
要
性
別

必要だと思う (n=100) 97人 

学
校
所
在
地

（
県

）
別

職
名
別

教
育
学
部
　
教
育
学
科
の

特
色
に
対
す
る
魅
力
度
別

91.6 

91.8 

76.9 

100.0 

90.1 

92.6 

100.0 

93.8 

93.8 

92.9 

94.6 

92.1 

94.2 

97.0 

勤務意向

人数

【単位：％】

200 40 60 80 100
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調査票 

   

  

   

Ｆ． 以下の項目について、お答えください。

［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］　都　 ・ 　道　 ・ 　府　 ・ 　県

［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］　市　 ・ 　町　 ・ 　村

 1． 校長  2． 副校長 3． 教頭 4． その他（具体的に：　　　　　　　　　　　 ）

Ｑ１． 高野山大学の「文学部　教育学科」（仮称、設置構想中）には、以下のような特色があります。

先生ご自身は、それぞれの特色についてどの程度魅力に感じますか。

（それぞれ、あてはまる番号１つに○）

　○○である。 → １ ２ ３ ４

裏面へ続く→

高野山大学 「文学部　教育学科」 （仮称、設置構想中）に関するアンケート

　高野山大学では2020年4月より、文学部に新しく「教育学科」（仮称）を設置することを構想しています。
　このアンケートは小学校の学校長の皆様から、高野山大学の新しい「教育学科」（仮称）に対するご意見を
お伺いし、より充実した大学や学部にするための参考資料とさせていただくものです。
　このアンケートで得られた情報や回答内容は、上記の目的のための統計資料としてのみ活用し、個人を特
定することは一切ありません。
　ご多忙の折、誠に恐縮に存じますが、何とぞご協力を賜りますようお願い申し上げます。

３ ４

はじめに、御校ならびに先生ご自身についてお伺いいたします。

高野山大学では、2020年４月に新しく「文学部　教育学科」（仮称）を
設置することを構想しています。

職名
（１つに○）

例．

※ ここからは、アンケートに同封している資料をご覧いただいた上でお答えください ※

A.

※このアンケートや同封した資料に記載されている高野山大学「文学部　教育学科」（仮称、設置構想中）に
　 関する事項はすべて予定であり、内容が変更になる可能性もあります。

学校所在地

B.

D. ３→

１

２

→

→

１

→

４

４

２

３ ４

３

とても

魅力を

感じる

ある程度

魅力を

感じる

３ ４

あまり

魅力を

感じない

まったく

魅力を

感じない

E. → １ ２

２

１ ２

学内での講義は主に午前中、午後は学外で農業体験、木工体験、馬術体験
などに参加し、徹底的な体験学習を重ねることで、教員としての指導力につ
ながる行動力や困難に立ち向かう力を身につけます。

1年次から教育現場に触れ、教育実習を繰り返し行うことで、大学で学ぶ教育
理論と、実際の教育現場での課題の両方を理解でき、高い教育実践力を身
につけられます。

小学校教諭だけでなく、幼稚園教諭や社会福祉主事（任用）、博物館学芸員
などの資格取得も可能です。

「心の教育」を充実させ、クラス運営や心理ケアに関する基礎的な理解を得ら
れるようカリキュラムを設定しています。

C.
英語に関するWeb教材の導入や高野山観光ボランティア実習、海外留学な
どを通して、これからの教育現場に必要な国際的な視野と実践的な英語力を
習得できます。

１
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調査票 

＜身につけられる能力・姿勢＞

・ 教科指導力 ・ 相手の言葉をよく聞き、相手に寄り添う姿勢

・ 実践的な英語力 ・ 仲間と協力してものごとを進める力

・ コミュニケーション能力 ・ 困難があっても諦めず、ものごとをやり遂げる力

Ｑ２． 先生ご自身は、上記のような能力・姿勢を身につけた高野山大学「文学部　教育学科」

（仮称、設置構想中）の卒業生は、実際の教育現場で活躍できると思われますか。

（あてはまる番号１つに○）

1. 2. 活躍できると思わない

Ｑ３． 先生ご自身は、高野山大学の「文学部　教育学科」（仮称、設置構想中）は、

これからの社会にとって必要だと思われますか。（あてはまる番号１つに○）

1. 2. 必要だと思わない

Ｑ４． 先生ご自身は、高野山大学「文学部　教育学科」（仮称、設置構想中）で学び、

卒業した学生について、貴校で勤務してほしいと思われますか。

（あてはまる番号１つに○）

1. 勤務してほしいと思う 2. 勤務してほしいと思わない

～質問は以上です。ご協力ありがとうございました。～

活躍できると思う

必要だと思う

高野山大学「文学部　教育学科」（仮称、設置構想中）では、

4年間の学びを通して、以下のような能力・姿勢を身につけることができます。



平成31年２月 

株式会社 進研アド 

Ⓒ Shinken-Ad. Co., Ltd. All Rights Reserved. 

高野山大学 
「教育学部 教育学科」（仮称） 

設置に関するニーズ調査 
結果報告書 

 

【企業等対象調査】  

資料4-3



1 

企業等対象調査 

調査対象 企業や私立幼稚園・保育所・学校等の採用担当者 

調査エリア 

北海道、栃木県、群馬県、埼玉県、東京都、 

神奈川県、新潟県、富山県、山梨県、長野県、 

静岡県、愛知県、三重県、京都府、大阪府、 

兵庫県、奈良県、和歌山県、岡山県、広島県、 

徳島県、香川県、愛媛県、高知県、福岡県、 

佐賀県、大分県、鹿児島県 

調査方法 郵送調査 

調査 
対象数 

依頼数 183社 

回収数（回収率） 96社（52.5％） 

調査時期 2018年11月26日（月）～2018年12月21日（金） 

調査実施機関 株式会社 進研アド 

１．調査目的 

３．調査項目 

 2020年４月開設予定の高野山大学「教育学部 教育学科」新設構想に関して、企業や
私立幼稚園・保育所・学校等からの採用ニーズを把握する。 

企業等対象調査 

• 人事採用への関与度 

• 本社所在地 

• 勤務先の主な業種 

• 従業員数 

• 採用したい学問系統 

• 高野山大学「教育学部 教育学科」の特色に対する魅力度 

• 高野山大学「教育学部 教育学科」の社会的必要性 

• 高野山大学「教育学部 教育学科」卒業生に対する採用意向 

• 高野山大学「教育学部 教育学科」卒業生の毎年の採用想定人数 

２．調査概要 

企業等対象 調査概要 

※調査実施時点では、「文学部 教育学科」として設置することを検討していたため、  調査票上は 
 「文学部 教育学科」と記載して調査を行っているが、本報告書内では、最終的に決定した名称である 
 「教育学部 教育学科」と表記している。 
 なお、調査対象者に対しては、学部学科名称には（仮称）と表記し、 
  名称や内容は構想中のものであり、変更の可能性があることを明記した上で調査を行っており、 
 また、名称の変更も「文学部 教育学科」から「教育学部 教育学科」と、学部学科名から想起される 
 学問内容や職業イメージが大幅に変動するものではないことから、「教育学部 教育学科」の 
 調査結果としての読み替えは可能と考える。 



企業等対象 調査結果まとめ 
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※本調査は、高野山大学「教育学部 教育学科」に対する人材需要を確認するための調
査として設計し、高野山大学の卒業生就職先として想定される企業の、人事関連業務
に携わっている人を対象に調査を実施し、96企業から回答を得た。 

• 回答者の人事採用への関与度を聞いたところ、「採用の決裁権があり、選考にか

かわっている」人は44.8％、「採用の決裁権はないが、選考にかかわっている」人

が18.8％と、採用や選考にかかわる人事担当者からの意見を聴取できていると考

えられる。 

• 回答企業の本社所在地は、高野山大学「教育学部 教育学科」の設置予定地であ

る「大阪府」が34.4％で最も多い。次いで高野山大学本部の所在地である「和歌

山県」が11.5％と続く。 

• 回答企業の業種としては「幼稚園・保育所」が57.3％で最も多い。次いで「福祉施 

設・福祉関連業」が7.3％、「建設業」「卸売・小売業」がそれぞれ5.2％と続く。 

• 回答企業の従業員数（正規社員）は、「50名未満」が58.3％で最も多い。次いで

「100名～500名未満」が24.0％、「50名～100名未満」が6.3％と続く。 

企業等対象 調査結果まとめ 

回答企業（回答者）の属性 

回答企業の採用したい学問系統 

• 回答企業の採用したい学問系統を複数回答で聴取したところ、「保育学・幼児教

育学系統」が65.6％で最も高い。次いで「社会福祉学系統」が26.0％、次に高野山

大学「教育学部 教育学科」の学問内容と関連する「教員養成・教育学系統」が

24.0％と続く。 
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企業等対象 調査結果まとめ 

高野山大学「教育学部 教育学科」の特色に対する魅力度 

• 高野山大学「教育学部 教育学科」の特色に対する魅力度（※）は、すべての項目

で７割を超える。 

• 最も魅力度が高いのは、「Ｅ．「心の教育」を充実させ、クラス運営や心理ケアに関

する基礎的な理解を得られるようカリキュラムを設定しています。」（91.7％）であり、

「とても魅力を感じる」と回答した人の割合も58.3％で最も高い。 

 次に魅力度が高いのは、「Ａ．学内での講義は主に午前中、午後は学外で農業体

験、木工体験、馬術体験などに参加し、徹底的な体験学習を重ねることで、行動

力や困難に立ち向かう力、仲間と協力してものごとをやり遂げる力などを身につけ

ます。」「Ｂ．１年次から教育現場に触れ、教育実習を繰り返し行うことで、大学で学

ぶ教育理論と、実際の教育現場での課題の両方を理解でき、高い教育実践力を

身につけられます。」（いずれも83.3％）と続く。 

※魅力度＝「とても魅力を感じる」「ある程度魅力を感じる」と回答した企業の合計値  

• 高野山大学「教育学部 教育学科」の社会的必要性についての評価は、87.5％

（84企業）が「必要だと思う」と回答しており、多くの企業からこれからの社会にとっ

て必要な学部・学科であると評価されていることがうかがえる。 

高野山大学「教育学部 教育学科」の社会的必要性 
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※ここからは、高野山大学「教育学部 教育学科」に対して、 Ｑ８で「採用したいと思う」と
回答し、かつ、Ｑ９で何らかの選択肢を回答した企業を【採用意向企業】と定義し、さら
に【採用意向企業】のうち、Ｑ９で具体的な人数を回答した企業の採用想定人数の合
計を【採用想定人数】と定義し、分析を行う。 

• 回答企業全体における採用意向は、「採用したいと思うかつ採用人数確定」が

33.3％（32企業）、「採用したいと思うが採用人数未確定」が45.8％（44企業）で、合

計79.1％（96企業中、76企業）。 

• 「採用したいと思うかつ採用人数確定」の企業からの採用想定人数の合計は95人

で、予定している入学定員数50名を上回っている。 

企業等対象 調査結果まとめ 

高野山大学「教育学部 教育学科」卒業生に対する採用意向・毎年
の採用想定人数 

• 高野山大学「教育学部 教育学科」卒業生を「採用したいと思う」と答えた企業は、

80.2％（77企業）である。   

• 高野山大学「教育学部 教育学科」の卒業生を「採用したいと思う」と答えた77企業

へ、高野山大学「教育学部 教育学科」卒業生の採用を毎年何名程度想定してい

るか聞いたところ、毎年の採用想定人数が確定している企業（32企業）だけで、採

用想定人数の合計は95名であった。 

この他に、高野山大学「教育学部 教育学科」の卒業生を「採用したいと思う」が、

「人数は未確定」と回答した企業が44企業あった。 

このことから、安定した人材需要があることがうかがえる。 

高野山大学「教育学部 教育学科」卒業生に対する 
採用意向企業数と、採用想定人数／年 
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＜属性別＞ 

◇本社所在地別 

• 「近畿」エリアに所在地のある企業からの採用意向は、「採用したいと思うかつ採用

人数確定」が25.9％（14企業）、「採用したいと思うが採用人数未確定」が59.3％

（32企業）で、合計85.2％（54企業中、46企業）。「採用したいと思うかつ採用人数

確定」の企業からの採用想定人数の合計は72人で、予定している入学定員数を

上回っている。 

• 高野山大学「教育学部 教育学科」の設置予定地である「大阪府」に本社所在地の

ある企業からの採用意向は、「採用したいと思うかつ採用人数確定」が33.3％（11

企業）、「採用したいと思うが採用人数未確定」が63.6％（21企業）で、合計96.9％

（33企業中、32企業）。「採用したいと思うかつ採用人数確定」の企業からの採用想

定人数の合計は67人で、予定している入学定員数を上回っている。 

 

◇業種別 

• 高野山大学「教育学部 教育学科」の学問内容と関連する「教育・保育施設」の企

業からの採用意向は、「採用したいと思うかつ採用人数確定」が38.3％（23企業）、

「採用したいと思うが採用人数未確定」が48.3％（29企業）で、合計86.6％（60企業

中、52企業）。「採用したいと思うかつ採用人数確定」の企業からの採用想定人数

の合計は69人で、予定している入学定員数を上回っている。 

• 上記のうち、「幼稚園・保育所」の企業に限定した場合でも、採用意向は、「採用し

たいと思うかつ採用人数確定」が41.8％（23企業）、「採用したいと思うが採用人数

未確定」が45.5％（25企業）で、合計87.3％（55企業中、48企業）。「採用したいと

思うかつ採用人数確定」の企業からの採用想定人数の合計は69人で、予定してい

る入学定員数を上回っている。 

企業等対象 調査結果まとめ 
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◇従業員数別 

• 従業員数が「100名以上」の企業の採用意向は、「採用したいと思うかつ採用人数

確定」が35.3％（12企業）、「採用したいと思うが採用人数未確定」が47.1％（16企

業）で、合計82.4％（34企業中、28企業）。「採用したいと思うかつ採用人数確定」

の企業からの採用想定人数の合計は65人で、予定している入学定員数を上回っ

ている。 

 

◇採用したい学問系統別 

• 高野山大学「教育学部 教育学科」の学問内容と関連する「教員養成・教育学系 

統、保育学・幼児教育学系統」を学んだ学生を積極的に採用したいと回答した企

業からの採用意向は、「採用したいと思うかつ採用人数確定」が40.6％（28企業）、

「採用したいと思うが採用人数未確定」が46.4％（32企業）で、合計87.0％    

（69企業中、60企業）。「採用したいと思うかつ採用人数確定」の企業からの採用想

定人数の合計は89人で、予定している入学定員数を上回っている。 

• 「保育学・幼児教育学系統」を学んだ学生を積極的に採用したいと考えている企

業からの採用意向は、「採用したいと思うかつ採用人数確定」が41.3％（26企業）、

「採用したいと思うが採用人数未確定」が47.6％（30企業）で、合計88.9％（63企業

中、56企業）。「採用したいと思うかつ採用人数確定」の企業からの採用想定人数

の合計は86人で、予定している入学定員数を上回っている。 

• また、「社会福祉学系統」を学んだ学生を積極的に採用したいと考えている企業か

らの採用意向は、「採用したいと思うかつ採用人数確定」が36.0％（9企業）、「採用

したいと思うが採用人数未確定」が60.0％（15企業）で、合計96.0％（25企業中、24

企業）。「採用したいと思うかつ採用人数確定」の企業からの採用想定人数の合計

は52人で、予定している入学定員数を上回っている。 

 

企業等対象 調査結果まとめ 
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◇高野山大学「教育学部 教育学科」の特色に対する魅力度別 

• 高野山大学「教育学部 教育学科」の特色に魅力を感じている企業の採用意向

は、いずれの特色でも７割を超えており、高野山大学「教育学部 教育学科」の特

色に魅力を感じた企業からの採用意向が高いことがうかがえる。 

 

◇社会的必要性別 

• 高野山大学「教育学部 教育学科」が社会的に「必要だと思う」と答えた企業からの

採用意向は、「採用したいと思うかつ採用人数確定」が36.9％（31企業）、「採用し

たいと思うが採用人数未確定」が48.8％（41企業）で、合計85.7％（84企業中、72

企業）。「採用したいと思うかつ採用人数確定」の企業からの採用想定人数の合計

は94人で、予定している入学定員数を上回っている。 

 

企業等対象 調査結果まとめ 



企業等対象 調査結果 
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回答企業（回答者）の属性（人事採用への関与度／本社所在地） 

■人事採用への関与度 
Ｑ１. アンケートにお答えいただいている方の、人事採用への関与度をお教えください。（あてはまる番号１つに○） 

■本社所在地 
Ｑ２. 貴社・貴団体の本社（本部）所在地について、都道府県名をお教えください。 

採用の決裁権が
あり、選考に

かかわっている

採用の決裁権は
ないが、選考に
かかわっている

採用時には
直接かかわらず、

情報や意見を収集、
提供する立場にある

無回答

全体 (n=96) 44.8 18.8 30.2 6.3 

【単位：％】

200 40 60 80 100

北
海
道

栃
木
県

群
馬
県

埼
玉
県

東
京
都

神
奈
川
県

富
山
県

石
川
県

静
岡
県

愛
知
県

三
重
県

京
都
府

大
阪
府

(n=96)

1.0 1.0 1.0 1.0 
5.2 3.1 4.2 

1.0 
4.2 

1.0 

7.3 

1.0 

34.4 

0%

10%

20%

30%

兵
庫
県

奈
良
県

和
歌
山
県

岡
山
県

徳
島
県

香
川
県

愛
媛
県

高
知
県

福
岡
県

佐
賀
県

大
分
県

無
回
答

5.2 4.2 

11.5 

3.1 1.0 1.0 3.1 1.0 1.0 1.0 2.1 0.0 
0%

10%

20%

30%
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■勤務先の主な業種 
Ｑ３. 貴社・貴団体の業種について、ご回答ください。（あてはまる番号１つに○） 

回答企業（回答者）の属性（勤務先の主な業種／従業員数） 

■従業員数 
Ｑ４. 貴社・貴団体の従業員数（正規社員）について、ご回答ください。（あてはまる番号１つに○） 

教
育
関
連
業
・

学
習
支
援
業

小
学
校

中
学
校
・
高
等
学
校

幼
稚
園
・
保
育
所

福
祉
施
設
・
福
祉
関
連
業

医
療
機
関
・
病
院

印
刷
・
出
版
業

建
設
業

製
造
業

情
報
通
信
業

卸
売
・
小
売
業

金
融
・
保
険
業

不
動
産
業

運
輸
業
・
鉄
道
業
・

旅
客
運
送
業

飲
食
サ
ー

ビ
ス
業
・

宿
泊
業
・
観
光
業

そ
の
他
サ
ー

ビ
ス
業

そ
の
他

無
回
答

(n=96)

2.1 4.2 
1.0 

57.3 

7.3 
0.0 3.1 5.2 4.2 

0.0 
5.2 

1.0 0.0 1.0 3.1 3.1 2.1 0.0 
0%

20%

40%

5
0
名
未
満

5
0
名
～

1
0
0
名
未
満

1
0
0
名
～

5
0
0
名
未
満

5
0
0
名
～

1
,
0
0
0
名
未
満

1
,
0
0
0
名
～

5
,
0
0
0
名
未
満

5
,
0
0
0
名
以
上

無
回
答

(n=96)

58.3 

6.3 

24.0 

4.2 3.1 4.2 
0.0 

0%

20%

40%
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採用したい学問系統 

Ｑ５. 貴社・貴団体では、どのような系統の学部を卒業した人物を採用したいとお考えですか。（あてはまる番号すべてに○） 

■採用したい学問系統 

教
員
養
成
・
教
育
学
系
統

保
育
学
・
幼
児
教
育
学
系
統

文
学
系
統

心
理
学
系
統

語
学
系
統

国
際
関
係
学
系
統

社
会
福
祉
学
系
統

社
会
学
系
統

経
済
・
経
営
・
商
学
系
統

法
学
系
統

(n=96)

24.0 

65.6 

10.4 
2.1 4.2 2.1 

26.0 

6.3 
10.4 

3.1 

0%

20%

40%

60%

看
護
学
系
統

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
学

系
統

医
・
歯
・
薬
学
系
統

理
学
系
統

工
学
系
統

農
・
水
産
学
系
統

そ
の
他

学
部
や
学
問
系
統
に
は

こ
だ
わ
ら
な
い

無
回
答

1.0 0.0 1.0 
8.3 9.4 

3.1 3.1 
9.4 

0.0 
0%

20%

40%

60%
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■高野山大学「教育学部 教育学科」の特色に対する魅力度 

※魅力度＝「とても魅力を感じる」「ある程度魅力を感じる」と回答した人の合計値 

Ｑ６. 高野山大学「文学部 教育学科」（仮称、設置構想中）には、以下のような特色があります。 
貴社・貴団体（ご回答者）にとって、これらの特色はそれぞれどの程度魅力に感じますか。 
（それぞれ、あてはまる番号１つに○） 

高野山大学「教育学部 教育学科」の特色に対する 
魅力度 

※魅力度は、人数をもとに％を算出し、小数点第二位を四捨五入しているため、「とても魅力を感じる」と「ある程度魅力を感じる」の合計値と必ずしも一致しない 

(各n=96)

とても魅力を
感じる

ある程度
魅力を感じる

あまり魅力を
感じない

まったく魅力を
感じない

無回答

Ａ．

学内での講義は主に午前中、午後は学外で
農業体験、木工体験、馬術体験などに参加
し、徹底的な体験学習を重ねることで、行動
力や困難に立ち向かう力、仲間と協力しても
のごとをやり遂げる力などを身につけます。

83.3

Ｂ．

１年次から教育現場に触れ、教育実習を繰り
返し行うことで、大学で学ぶ教育理論と、実
際の教育現場での課題の両方を理解でき、
高い教育実践力を身につけられます。

83.3

Ｃ．

英語に関するＷｅｂ教材の導入や高野山観
光ボランティア実習、海外留学などを通して、
現代社会に必要な国際的な視野と実践的な
英語力を習得できます。

78.1

Ｄ．
小学校教諭だけでなく、幼稚園教諭や社会
福祉主事（任用）、博物館学芸員などの資格
取得も可能です。

78.1

Ｅ．
「心の教育」を充実させ、クラス運営や心理ケ
アに関する基礎的な理解を得られるようカリ
キュラムを設定しています。

91.7

43.8 

57.3 

42.7 

47.9 

58.3 

39.6 

26.0 

35.4 

30.2 

33.3 

11.5 

12.5 

17.7 

12.5 

3.1 

1.0 

0.0 

0.0 

5.2 

1.0 

4.2 

4.2 

4.2 

4.2 

4.2 

【単位：％】
200 40 60 80 100

魅力度

（※）
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標
本
数

　
単
位

１
名

２
名

３
名

４
名

５
名
～

９
名

1
0
名
以
上

人
数
は
未
確
定

毎
年
の
採
用
想
定
人
数
を

示
し
た
企
業
数
・
計

お
よ
び
採
用
想
定
人
数
・

計

（
※

）

％ 18.2% 10.4% 0.0% 0.0% 9.1% 3.9% 57.1%

企業数 14 8 0 0 7 3 44 76

名 14 16 0 0 35 30 0 95

 全体 77 ⇒

必要だと思う 必要だと思わない 無回答

全体 (n=96)
87.5

（84企業）

4.2

（4企業）

8.3

（8企業）

【単位：％】

200 40 60 80 100

高野山大学「教育学部 教育学科」の社会的必要性／ 
卒業生に対する採用意向／卒業生の毎年の採用想定人数 

「採用したいと思う」と答えた77企業のみ抽出 

※ 毎年の採用想定人数・計  「５名～９名」＝５名、「10名以上」＝10名 を代入し合計値を算出 

■高野山大学「教育学部 教育学科」卒業生に対する採用意向 
Ｑ８. 貴社・貴団体（ご回答者）では、高野山大学「文学部 教育学科」（仮称、設置構想中）を卒業した学生について、 

採用したいと思われますか。（あてはまる番号１つに○） 

■高野山大学「教育学部 教育学科」卒業生の毎年の採用想定人数 

Ｑ９. Ｑ８で「１．採用したいと思う」と回答された方におたずねします。 
採用を考える場合、高野山大学「文学部 教育学科」（仮称、設置構想中）を卒業した学生について、毎年何名程度の 
採用を想定されますか。（あてはまる番号１つに○） 

■高野山大学「教育学部 教育学科」の社会的必要性 

Ｑ７. 貴社・貴団体（ご回答者）は、高野山大学「文学部 教育学科」（仮称、設置構想中）は、これからの社会にとって 
必要だと思われますか。（あてはまる番号１つに○） 

採用したいと思う 採用したいと思わない 無回答

全体 (n=96)
80.2

（77企業）

14.6

（14企業）

5.2

（5企業）

【単位：％】

200 40 60 80 100
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■高野山大学「教育学部 教育学科」卒業生に対する採用意向／採用想定人数 
＜属性別＞ 

高野山大学「教育学部 教育学科」卒業生に対する 
採用意向／採用想定人数＜属性別＞ 

※高野山大学「教育学部 教育学科」に対して、  
 Ｑ８で「採用したいと思う」と回答し、かつ、Ｑ９で何らかの選択肢を回答した企業を 
 【採用意向企業】と定義し、 

さらに、【採用意向企業】のうち、Ｑ９で具体的な人数を回答した企業の採用想定人数の 
合計を【採用想定人数】と定義する。 

＜属性別＞ 

※「採用したい・計」は「採用したいと思うかつ採用人数確定」と「採用したいと思うが採用人数未確定」の割合の合計値 
※「採用意向企業・合計」は「採用したいと思うかつ採用人数確定」と「採用したいと思うが採用人数未確定」の企業数の合計値 
※「採用想定人数・合計」は「採用したいと思うかつ採用人数確定」企業のＱ11に対する回答に、「５～９名」＝５名、「１０名以上」＝１０名

を代入して算出した合計値 
 

全体 (n=96) 79.1% 32企業 44企業 76企業 95人 

東日本 (n=29) 75.9% 16企業 6企業 22企業 21人 

西日本 (n=67) 80.6% 16企業 38企業 54企業 74人 

近畿 (n=54) 85.2% 14企業 32企業 46企業 72人 

　大阪府 (n=33) 96.9% 11企業 21企業 32企業 67人 

教育・保育施設 (n=60) 86.6% 23企業 29企業 52企業 69人 

　幼稚園・保育園 (n=55) 87.3% 23企業 25企業 48企業 69人 

その他　企業・団体 (n=36) 66.7% 9企業 15企業 24企業 26人 

～100名未満 (n=62) 77.5% 20企業 28企業 48企業 30人 

100名以上 (n=34) 82.4% 12企業 16企業 28企業 65人 

教員養成・教育学系統、
保育学・幼児教育学系統

(n=69) 87.0% 28企業 32企業 60企業 89人 

　教員養成・教育学系統 (n=23) 87.0% 10企業 10企業 20企業 16人 

　保育学・幼児教育学系統 (n=63) 88.9% 26企業 30企業 56企業 86人 

社会福祉学系統 (n=25) 96.0% 9企業 15企業 24企業 52人 

特色Ａ　魅力あり (n=80) 85.1% 27企業 41企業 68企業 79人 

特色Ｂ　魅力あり (n=80) 88.8% 30企業 41企業 71企業 84人 

特色Ｃ　魅力あり (n=75) 86.6% 28企業 37企業 65企業 82人 

特色Ｄ　魅力あり (n=75) 84.0% 28企業 35企業 63企業 81人 

特色Ｅ　魅力あり (n=88) 79.6% 29企業 41企業 70企業 83人 

社
会
的

必
要
性

別 必要だと思う (n=84) 85.7% 31企業 41企業 72企業 94人 

採
用
し
た
い

学
問
系
統
別

教
育
学
部
　
教
育
学
科
の

特
色
に
対
す
る
魅
力
度
別

従
業
員
数
別

採用意向率（％） 採用意向企業数

採用したいと
思うかつ
採用人数

確定

採用したいと
思うが

採用人数
未確定

本
社
所
在
地
別

業
種
別

33.3 

55.2 

23.9 

25.9 

33.3 

38.3 

41.8 

25.0 

32.3 

35.3 

40.6 

43.5 

41.3 

36.0 

33.8 

37.5 

37.3 

37.3 

33.0 

36.9 

45.8 

20.7 

56.7 

59.3 

63.6 

48.3 

45.5 

41.7 

45.2 

47.1 

46.4 

43.5 

47.6 

60.0 

51.3 

51.3 

49.3 

46.7 

46.6 

48.8 

0 20 40 60 80 100

採用したいと思うかつ採用人数確定

採用したいと思うが採用人数未確定
採用

したい・計【単位：％】

採用

意向企業・

合計

採用

想定人数

・合計

所 
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調査票 

採用ご担当者様

※ このアンケートや同封した資料に記載されている「文学部　教育学科」（仮称、設置構想中）に関する事項は

すべて予定であり内容が変更になる可能性があります。 

Ｑ１． アンケートにお答えいただいている方の、人事採用への関与度をお教えください。

（あてはまる番号１つに○）

1. 採用の決裁権があり、選考にかかわっている

2. 採用の決裁権はないが、選考にかかわっている

3. 採用時には直接かかわらず、情報や意見を収集、提供する立場にある

Ｑ２． 貴社・貴団体の本社（本部）所在地について、都道府県名をお教えください。

Ｑ３． 貴社・貴団体の業種について、ご回答ください。（あてはまる番号１つに○）

1. 教育関連業・学習支援業 7. 印刷・出版業 13. 不動産業

2. 小学校 8. 建設業 14. 運輸業・鉄道業・旅客運送業

3. 中学校・高等学校 9. 製造業 15. 飲食サービス業・宿泊業・観光業

4. 幼稚園・保育所 10. 情報通信業 16. その他サービス業

5. 福祉施設・福祉関連業 11. 卸売・小売業 17. その他　

6. 医療機関・病院 12. 金融・保険業 （ ）

Ｑ４． 貴社・貴団体の従業員数（正規社員）について、ご回答ください。（あてはまる番号１つに○）

1. 50名未満 3. 100名～500名未満 5. 1,000名～5,000名未満

2. 50名～100名未満 4. 500名～1,000名未満 6. 5,000名以上

Ｑ５． 貴社・貴団体では、どのような系統の学部を卒業した人物を採用したいとお考えですか。

（あてはまる番号すべてに○）

1. 教員養成・教育学系統 7. 社会福祉学系統 13. 医・歯・薬学系統

2. 保育学・幼児教育学系統 8. 社会学系統 14. 理学系統

3. 文学系統 9. 経済・経営・商学系統 15. 工学系統

4. 心理学系統 10. 法学系統 16. 農・水産学系統

5. 語学系統 11. 看護学系統 17. その他 （　　　　　　　　   　　　　　　　)

6. 国際関係学系統 12. リハビリテーション学系統 18. 学部や学問系統にはこだわらない

裏面へ続く→

高野山大学「文学部　教育学科」（仮称、設置構想中）に関するアンケート

本社(本部)所在地 都　・　道　・　府　・　県　←１つに○

高野山大学では2020年４月より、「文学部　教育学科」（仮称）を新設することを構想しています。
このアンケートは採用ご担当者の皆様からご意見をお伺いし、より充実した大学や学科にするための参考資料とさせて
いただくものです。
このアンケートで得られた情報や回答内容は、上記の目的のための統計資料としてのみ活用し、個人を特定すること
は一切ありません。
つきましては、ぜひアンケートへのご協力をお願いいたします。

はじめに、貴社・貴団体についてお伺いいたします。
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調査票 

Ｑ６． 高野山大学「文学部　教育学科」（仮称、設置構想中）には、以下のような特色があります。

貴社・貴団体（ご回答者）にとって、これらの特色はそれぞれどの程度魅力に感じますか。

（それぞれ、あてはまる番号１つに○）

とても ある程度 あまり まったく

魅力を 魅力を 魅力を 魅力を

感じる 感じる 感じない 感じない

　○○である。 → １ ２ ３ ４

Ｑ７． 貴社・貴団体（ご回答者）は、高野山大学「文学部　教育学科」（仮称、設置構想中）は、

これからの社会にとって必要だと思われますか。（あてはまる番号１つに○）

1. 必要だと思う 2. 必要だと思わない

貴社・貴団体（ご回答者）では、高野山大学「文学部　教育学科」（仮称、設置構想中）を

卒業した学生について、採用したいと思われますか。（あてはまる番号１つに○）

1. 採用したいと思う 2. 採用したいと思わない

Ｑ８で「１．採用したいと思う」と回答された方におたずねします。

採用を考える場合、高野山大学「文学部　教育学科」（仮称、設置構想中）を

卒業した学生について、毎年何名程度の採用を想定されますか。（あてはまる番号１つに○）

1. １名 3. ３名 5. ５名～９名 7. 人数は未確定

2. ２名 4. ４名 6. 10名以上

D.

F.

→

→ １

小学校教諭だけでなく、幼稚園教諭や社会福祉主事（任用）、博物館学芸員な
どの資格取得も可能です。

２ ３ ４

３ ４

３ ４

C. →

１ ２

２
「心の教育」を充実させ、クラス運営や心理ケアに関する基礎的な理解を得られ
るようカリキュラムを設定しています。

～質問は以上です。ご協力ありがとうございました。～

Ｑ８．

Ｑ９．

３

１

４
1年次から教育現場に触れ、教育実習を繰り返し行うことで、大学で学ぶ教育理
論と、実際の教育現場での課題の両方を理解でき、高い教育実践力を身につけ
られます。

１
英語に関するWeb教材の導入や高野山観光ボランティア実習、海外留学などを
通して、現代社会に必要な国際的な視野と実践的な英語力を習得できます。

２ ３

B. → １ ２

高野山大学では、2020年４月に、新しく「文学部　教育学科」（仮称）を設置することを構想しています。

※ ここからは、アンケートに同封している資料をご覧いただいた上でお答えください ※

例．

A. →
学内での講義は主に午前中、午後は学外で農業体験、木工体験、馬術体験な
どに参加し、徹底的な体験学習を重ねることで、行動力や困難に立ち向かう力、
仲間と協力してものごとをやり遂げる力などを身につけます。

４



●
●
●

難波駅より南海高野線で約35分
新今宮駅より南海高野線で約30分
天王寺駅よりJR阪和線三国ヶ丘駅で乗り換え、
南海高野線で約35分

大阪市内より
●
●
●

天下茶屋駅より南海高野線で約30分
三国ヶ丘駅より南海高野線で約25分
橋本駅より南海高野線で約23分

●バスで約12分

和歌山方面より 千代田・河内長野駅から
高野山大学まで

【お問い合わせ先】
総務課 〒648-0280 和歌山県伊都郡高野町高野山385 Tel.0736 -56 -5445 URL http://www.koyasan-u.ac.jp
高野山大学 教育学科設置準備室 〒586-8511 大阪府河内長野市小山田町1685 Tel＆Fax.0721 -53 -1101

■文学部
■別　科
■大学院　

密教学科／人間学科（地域デザインコース／心理ケアコース）／教育学科（仮称・設置構想中）
密教専修コース／スピリチュアルケアコース
文学研究科
［修士課程］密教学専攻／仏教学専攻／密教学専攻（通信教育課程）
［博士後期課程］密教学専攻／仏教学専攻

高 野 山 大 学
教育学科
河内長 野キャンパス

2020年4月開設予定
（仮称・設置構想中）

： 4年

： 2020年4月

： 50名

： 高野山大学 河内長野キャンパス

修 業 年 限

開 設 時 期

入 学 定 員

開 設 場 所

： 学士（教育学）

： 初年次納入金………………… 1,380,000円
  2年次以降の納入金 ………… 1,180,000円

学 位

学 費

高野山大学
河内長野キャンパス

高野山大学高野山大学
河内長野キャンパス河内長野キャンパス
高野山大学
河内長野キャンパス

nagaoka
タイプライターテキスト
資料4-4



教科指導力とともに
総合的な人間力を備えた

教師をめざす。

講義は午前中、午後はフィールドワーク。魅力的な体験学習プログラム。

2 0 2 0 年、
教育学科
開設予定
（仮称・設置構想中）

弘法大師空海は、わが国ではじめて

民間人を対象とした教育機関綜芸種智院を創設して、

教育の大切さを示されたことで有名です。

高野山真言宗の宗門大学として創設された高野山大学は、

こうした弘法大師の思いを受け継ぎ、

2020年に教育学科を開設予定。

「“いのち”の営みを尊び、人間と環境・文化を理解し、

人間性豊かで創造性にあふれた人材を育成する」

という本学の教育理念のもと、教職の学びに加えて、

多様な体験の積み重ねから人間力の成長を促し、

真に教育現場で活躍できる教員の育成をめざします。

他大学に先駆けて本格的な体験教育カリキュラムを導入し、

日本ではじめての教員養成課程を提供いたします。

午前中は講義、午後は体験型学習プロ
グラムといった、他大学には例のない画
期的なカリキュラムを採用。体験型学
習では農業体験、馬術体験や文化活
動、地域での街づくりなどに取り組み
ます。豊富なフィールドワークを通じて
現代に求められる教師力を養成します。

教科をわかりやすく教える指導力や国際的
視野を備えた教師をめざします。さらに、多
様な体験プログラムを通じて、さまざまな人と
のふれあいからコミュニケーション能力や相
手を理解する力を育むほか、困難に遭遇し
てもあきらめず、仲間と共同してものごとをや
りとげる力を身につけ、これからの教育現場
に求められる人間力を総合的に高めます。

Webを利用して４能力（読む・聞く・
書く・話す）を習得。いつでもどこで
も学習できる教材を活用した英語学
習を実施します。

学校支援／授業観察／地域支援／農業体験／
木工体験／馬術場体験などを地域の人 と々連携
して行ったり、学生たちが企画・運営する。

アクティブラーニング
を重視した講義

１年次の早期からスタート。学校支援、授業観察などの現場体験。

教育現場での実践力養成を目的とし
て、１年次の早期から４年間にわたって
学校現場体験を実施します。授業クラ
ス視察、放課後支援、インターンシップ
などを取り入れ、大学での学びと教育
現場での体験的な学びをつなげるカリ
キュラムを構成します。

全学生が英語をマスターし、海外留学も推奨。国際的なセンスを持つ教師へ。

すべての学生が英語力の習得をめざし
ます。世界遺産高野山を活かしたボラン
ティア演習や海外留学などからも英語力
を養成できます。また、グローバル化が進
む現代社会では国際的センスを持つ教
師であることが望ましいため、国際的な
視野を獲得することも大切にしています。

Webを利用した
4能力を習得

３ヶ月の海外留学では語学習得とあ
わせて、海外の教育現場や教育委
員会などの訪問を通じて国際的視野
の養成をめざします。

3ヶ月の海外留学
が可能

４学期の内、1つの学期はフリータームとして体験
教育のための学期とします。３ヶ月の海外留学も
休学することなく挑戦できます。

クォーター制
（4学期）

教科指導力

コミュニケーション能力

相手に寄り添う力

ものごとをやり遂げる力

仲間と協力する力

取得予定免許（計画中）

●

●

●

●

●

●

●

小学校教諭一種免許
幼稚園教諭一種免許　
保育士資格
特別支援学校教諭一種免許
社会福祉主事任用資格
博物館学芸員資格
高野山真言宗僧侶資格

2

1

3

体験活動では、地域の方々にマイスターになっていた
だきます。多様な経験、生きた知識や技能を通じて学
生の学びを指導・支援していただく制度を設けます。

マイスター制度

講義

1限目 2限目 3限目 4限目 5限目

フィールドワーク エクストラ
学習

大学 学校現場

大学と現場の往還的な実習を行い、理論と実践の融合をめざす

●問題意識を持って現場に関わる
●解決策と新しい問題意識を
　持って現場に戻る

●現場の課題を大学に持ち帰る
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調査概要 【高校生】調査 

▶ 調査目的 

高野山大学が計画している「文学部教育学科」の新設について、 

 周辺エリア所在高校の２年生に受験意向・入学検討意向を聴取し、受容性を確認する。 

 

▶ 調査対象 

大阪府および和歌山県・奈良県・京都府にある公立･私立高等学校の２年生 

• 調査対象校に事前に調査協力を依頼し、許諾を得た対象校へ調査票を送付。ホームルームなど教室で配布･回収。 

 

▶ 調査期間 

2019年11月18日（月）発送～2019年12月27日（金）締切 

• 2020年1月9日（木）まで到着分を集計・分析対象とした 

 

▶ 有効回答数 

34校／3,279件（有効回答率62.4％）38校／5,254票配布 

 

▶ 調査機関 

株式会社アンド・ディ 

 

▶ 調査協力校 
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■調査協力校・回収数 (人）

全体 男子 女子 無回答 全体 男子 女子 無回答

全体 3279 1764 1506 9 私立　あべの翔学高等学校 268 149 118 1

大阪府 1830 1036 788 6 私立　上宮太子高等学校 34 23 11 ―

和歌山県 1183 558 623 2 私立　大阪緑涼高等学校 38 5 33 ―

奈良県 174 97 77 ― 府立　柏原東高等学校 127 73 53 1

京都府 92 73 18 1 府立　美原高校 76 36 40 ―

私立　東大阪大学柏原高等学校 97 97 ― ―

私立　大阪暁光高等学校 100 50 48 2

私立　宣真高等学校 111 ― 111 ―

私立　初芝富田林中学校・高等学校 110 60 50 ―

私立　賢明学院中学高等学校 103 53 49 1

私立　清風高校 120 120 ― ―

府立　藤井寺高校 35 18 17 ―

私立　近畿大学泉州高等学校 122 93 29 ―

私立　精華高等学校 126 77 49 ―

私立　興國高等学校 63 63 ― ―

私立　向陽台高等学校 54 29 24 1

府立　久米田高等学校 149 47 102 ―

私立　関西福祉科学大学高等学校 97 43 54 ―

県立　貴志川高等学校 57 28 29 ―

県立　海南高等学校美里分校 6 1 5 ―

県立　熊野高等学校 141 52 89 ―

市立　和歌山高等学校 58 25 32 1

市立　海南下津高等学校 25 ― 25 ―

県立　和歌山商業高等学校 149 37 112 ―

私立　智辯学園和歌山高校 45 18 27 ―

私立　初芝橋本高等学校 136 104 31 1

私立　高野山高等学校 32 23 9 ―

県立　粉河高等学校 75 37 38 ―

県立　那賀高等学校 297 153 144 ―

私立　開智高等学校 162 80 82 ―

県立　吉野高校 16 15 1 ―

私立　智辯学園高校 55 23 32 ―

私立　智辯学園奈良カレッジ高等部 103 59 44 ―

京都府 私立　洛南高等学校 92 73 18 1

大阪府

和歌山県

奈良県



調査票・呈示資料 



調査票 
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呈示資料 
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■高校所在地　（全体／単一回答） (%)

大阪府以外・計

大阪府 和歌山県 奈良県 京都府

大阪府

以外・

計

【高校生】全体 (n=3279) 55.8 36.1 5.3 2.8 44.2

性別 男性 (n=1764) 58.7 31.6 5.5 4.1 41.3

女性 (n=1506) 52.3 41.4 5.1 1.2 47.7

大阪府 (n=1834) 91.5 6.1 1.6 0.8 8.5

大阪府以外・計 (n=1416) 9.3 75.2 10.1 5.4 90.7

和歌山県 (n=1092) 2.2 95.4 2.4 ― 97.8

奈良県 (n= 186) 31.2 5.9 60.2 2.7 68.8

京都府 (n= 61) 4.9 3.3 3.3 88.5 95.1

その他 (n= 77) 61.0 13.0 3.9 22.1 39.0

※｢全体｣より　■=10ポイント以上高い　／　■=5ポイント以上高い　／　■=5ポイント以上低い

高校生_FACE2

居住府県別

0

20

40

60

80

【高校生】全体

男性

女性

■居住地　（全体／単一回答） (%)

大阪府以外・計 　

大阪府 和歌山県 奈良県 京都府 その他 無回答

大阪府

以外・

計

【高校生】全体 (n=3279) 55.9 33.3 5.7 1.9 2.3 0.9 43.2

性別 男性 (n=1764) 59.5 27.8 6.4 2.7 3.0 0.7 39.9

女性 (n=1506) 51.9 39.8 4.8 0.9 1.6 0.9 47.2

大阪府 (n=1830) 91.7 1.3 3.2 0.2 2.6 1.1 7.2

大阪府以外・計 (n=1449) 10.8 73.7 8.8 4.0 2.1 0.6 88.6

和歌山県 (n=1183) 9.5 88.1 0.9 0.2 0.8 0.5 90.0

奈良県 (n= 174) 17.2 14.9 64.4 1.1 1.7 0.6 82.2

京都府 (n= 92) 15.2 ― 5.4 58.7 18.5 2.2 82.6

※｢全体｣より　■=10ポイント以上高い　／　■=5ポイント以上高い　／　■=5ポイント以上低い

高校生_F3

高校所在地

別

0

50

100

【高校生】全体

男性

女性

回答者プロフィール ① 

▶ 調査回答者の性別は、「男性」が54%、「女性」が46%。 

京都府では「男性」が79％と多い。 

 

▶ 高校所在地は、「大阪府」が56％、ついで「和歌山県」（36％）。 

女性では「和歌山県」が41％と男性（32％）よりも10ポイント高い。 

奈良県居住者では「大阪府」が31％と相対的に高い。 
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■性別　（全体／単一回答） (%)

男性 女性 無回答

*凡例

【高校生】全体 (n=3279)

大阪府 (n=1830)

大阪府以外・計 (n=1449)

和歌山県 (n=1183)

奈良県 (n= 174)

京都府 (n= 92)

高校生_F1

高校所在地

別

53.8

56.6

50.2

47.2

55.7

79.3

45.9

43.1

49.6

52.7

44.3

19.6

0.3

0.3

0.2

0.2

―

1.1



回答者プロフィール ② 

▶ 高校設置者は、「私立」が63％。 

男性では「私立」の割合が高く、70％。 

女性では「府・県立／市立」（46％）、「私立」（54％）にほぼ二分。 

所在地が大阪府の高校では、「私立」の割合が高く、79％。 

和歌山県の高校では、「府・県立／市立」の割合が高く、68％。 

 

▶ 所属クラスは、「文系」が最も高く、64％。 

男性では「文系」が68％と、女性（61％）を7ポイント上回る。 

京都府の高校では「文系」の割合が高く、74％。 
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■高校設置者　（全体／単一回答） (%)

国立 府・県立／市立 私立

*凡例

【高校生】全体 (n=3279)

性別 男性 (n=1764)

女性 (n=1506)

大阪府 (n=1830)

大阪府以外・計 (n=1449)

和歌山県 (n=1183)

奈良県 (n= 174)

京都府 (n= 92)

高校生_FACE3

高校所在地

別

―

―

―

―

―

―

―

―

36.9

29.6

45.6

21.1

56.9

68.3

9.2

―

63.1

70.4

54.4

78.9

43.1

31.7

90.8

100.0

■所属クラス　（全体／単一回答） (%)

文系 理系 その他 無回答

*凡例

【高校生】全体 (n=3279)

性別 男性 (n=1764)

女性 (n=1506)

大阪府 (n=1830)

大阪府以外・計 (n=1449)

和歌山県 (n=1183)

奈良県 (n= 174)

京都府 (n= 92)

高校生_F2

高校所在地

別

64.4

67.6

61.1

67.3

60.8

59.3

64.4

73.9

8.1

10.7

5.0

6.2

10.6

7.4

25.9

22.8

25.5

19.7

32.1

24.4

26.8

31.4

9.2

1.1

2.0

2.0

1.7

2.2

1.8

1.9

0.6

2.2



進路検討状況 高校卒業後の希望進路 

▶ 高校卒業後の希望進路は、「大学」が68％と最も高く、ついで「専門学校・専修学校に進学」
（26％）。 

大学+短期大学+専門学校いずれかの学校へ進学を希望する者は、85％。 

 

▶ 男女ともに「大学」が最も高いが、特に男性は76％と、女性（59％）よりも17ポイント高い。 

「短期大学」「専門学校」は、女性が男性を上回る。 

 

▶ 高校所在地別にみると、いずれも「大学」が最も高いが、特に京都府、奈良県では9割を超える。 

大阪府、和歌山県では「大学」が7割を下回る。 
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■高校卒業後の希望進路　（全体／複数回答） (%)

あなたは高校を卒業した後、どの進路に進みたいと思っていますか。あてはまるものをすべてお選び下さい。

進学希望・計 進学非意向者（未定含）・計 　

大

学

短

期

大

学

専

門

学

校

就

職

そ

の

他

ま

だ

考

え

て

い

な

い

無

回

答

【高校生】全体 (n=3279) 68.0 11.5 26.3 14.5 0.9 5.8 0.1 85.4 14.5

性別 男性 (n=1764) 75.7 3.5 19.4 14.3 1.2 6.6 0.1 84.9 15.0

女性 (n=1506) 59.1 20.7 34.4 14.9 0.5 4.8 0.1 85.9 14.0

大阪府 (n=1830) 65.2 13.6 26.7 14.6 1.1 6.5 0.2 83.6 16.2

大阪府以外・計 (n=1449) 71.6 8.8 25.8 14.4 0.7 4.8 ― 87.6 12.4

和歌山県 (n=1183) 66.7 10.6 29.8 16.9 0.7 5.5 ― 85.6 14.4

奈良県 (n= 174) 90.8 1.1 12.1 5.2 1.1 2.3 ― 94.8 5.2

京都府 (n= 92) 97.8 1.1 ― ― ― 1.1 ― 98.9 1.1

進学希望者・計 (n=2799) 79.7 13.4 30.8 7.3 0.5 ― ― 100.0 ―

進学希望×教育・保育興味あり (n= 688) 84.6 23.7 20.6 5.1 0.3 ― ― 100.0 ―

進学希望×教育・保育興味なし (n=2055) 78.0 10.0 34.1 7.7 0.6 ― ― 100.0 ―

大学進学希望者・計 (n=2230) 100.0 10.4 17.0 4.5 0.6 ― ― 100.0 ―

大学進学希望×教育・保育興味あり (n= 582) 100.0 16.8 14.9 4.0 0.3 ― ― 100.0 ―

大学進学希望×教育・保育興味なし (n=1602) 100.0 8.0 17.5 4.5 0.6 ― ― 100.0 ―

進学非意向者（未定含） 計 (n= 476) ― ― ― 57.6 3.2 39.7 ― ― 100.0

※｢全体｣より　■=10ポイント以上高い　／　■=5ポイント以上高い　／　■=5ポイント以上低い

高校生_Q1

進
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意
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未
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計
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100
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進路検討状況 高校卒業後の第一希望進路 

▶ 高校卒業後の第一希望進路でも「大学」が最も高く、61％。 

大学+短期大学+専門学校いずれかの学校へ進学を最も希望する者は、80％。 

 

▶ 男女ともに「大学」が最も高いが、特に男性は71％と、女性（50％）よりも21ポイント高い。 

女性では「専門学校」（21％）が男性（10％）よりも11ポイント高い。 

 

▶ 高校所在地別にみると、いずれも「大学」が最も高いが、特に京都府では98％の者が「大学」と回
答。 

大阪府では「大学」が6割を下回る。 
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■高校卒業後の第一希望進路　（全体／単一回答） (%)

最も希望する進路の番号を右欄にひとつだけお書き下さい。

進学希望・計 進学非意向者（未定含）・計 　

大

学

短

期

大

学

専

門

学

校

就

職

そ

の

他

ま

だ

考

え

て

い

な

い

無

回

答

【高校生】全体 (n=3279) 61.1 4.1 15.2 10.1 0.6 5.8 3.1 80.4 16.5

性別 男性 (n=1764) 70.6 0.5 9.9 9.5 0.7 6.6 2.3 81.0 16.8

女性 (n=1506) 50.0 8.4 21.3 10.8 0.5 4.8 4.1 79.7 16.2

大阪府 (n=1830) 57.0 5.1 15.4 10.2 0.7 6.5 5.1 77.5 17.4

大阪府以外・計 (n=1449) 66.3 2.9 14.9 9.9 0.5 4.8 0.7 84.1 15.3

和歌山県 (n=1183) 60.4 3.5 17.8 11.7 0.5 5.5 0.7 81.6 17.8

奈良県 (n= 174) 89.7 ― 3.4 2.9 0.6 2.3 1.1 93.1 5.7

京都府 (n= 92) 97.8 1.1 ― ― ― 1.1 ― 98.9 1.1

進学希望者・計 (n=2799) 71.6 4.8 17.8 2.1 0.2 ― 3.5 94.2 2.3

進学希望×教育・保育興味あり (n= 688) 76.7 10.5 8.9 0.6 ― ― 3.3 96.1 0.6

進学希望×教育・保育興味なし (n=2055) 70.3 3.0 20.6 2.4 0.2 ― 3.5 94.0 2.6

大学進学希望者・計 (n=2230) 89.9 1.6 4.3 0.7 0.2 ― 3.4 95.7 0.9

大学進学希望×教育・保育興味あり (n= 582) 90.7 2.9 2.4 0.2 ― ― 3.8 96.0 0.2

大学進学希望×教育・保育興味なし (n=1602) 90.2 1.2 4.6 0.7 0.2 ― 3.1 95.9 1.0

進学非意向者（未定含） 計 (n= 476) ― ― ― 57.1 3.2 39.7 ― ― 100.0

※｢全体｣より　■=10ポイント以上高い　／　■=5ポイント以上高い　／　■=5ポイント以上低い
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進路検討状況 興味のある学問分野 

▶ 興味のある学問分野は、「経済・経営・商」が最も高く、26％。 

以下、「教育・保育」（23％）、「看護・福祉」（14％）と続く。 

 

▶ 性別でみると男性では、「経済・経営・商」が最も高く、36％。 

以下「教育・保育」（21％）、「法律・政治」（13％）と続く。 

「経済・経営・商」は女性（14％）を22ポイント上回る。 

▶ 女性では、「教育・保育」が最も高く、25％。                            
以下「看護・福祉」（22％）、「芸術」（16％）と続く。 

「看護」は男性（8％）を15ポイント上回る。 

 

▶ 高校所在地別にみると、いずれの府県でも「教育・保育」は「経済・経営・商」についで高い。 

特に、京都府の高校では「教育・保育」が3割を超える。 
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■興味ある進学先分野　（全体／複数回答） (%)

あなたは、進学先で学ぶ分野として、どの分野に興味を持っていますか。あてはまるものをすべてお選 び下さい。
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境
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教

育

・

保

育

興

味

な

し

【高校生】全体 (n=3279) 22.6 9.4 25.7 8.4 7.8 7.3 11.8 8.7 11.3 5.6 10.1 4.0 5.9 2.1 7.9 14.3 2.7 11.7 6.2 71.2

性別 男性 (n=1764) 21.0 13.0 36.1 10.7 6.4 8.4 8.0 7.1 9.5 6.1 9.2 5.1 9.5 3.1 6.1 7.5 3.1 10.3 7.1 71.9

女性 (n=1506) 24.6 5.2 13.7 5.8 9.6 5.9 16.3 10.6 13.6 5.0 11.1 2.7 1.7 0.9 10.1 22.3 2.1 13.5 5.0 70.4

大阪府 (n=1830) 20.5 8.5 24.5 8.7 6.3 7.1 11.3 8.7 11.6 6.3 9.7 3.6 4.8 2.1 6.7 13.3 2.3 13.6 7.4 72.1

大阪府以外・計 (n=1449) 25.2 10.6 27.3 8.1 9.7 7.5 12.4 8.7 11.0 4.7 10.6 4.6 7.4 2.1 9.5 15.7 3.1 9.5 4.6 70.2

和歌山県 (n=1183) 25.2 8.5 26.7 7.2 10.7 6.6 12.3 8.5 10.7 4.2 9.6 4.2 5.8 1.7 9.0 17.4 2.6 10.5 5.2 69.7

奈良県 (n= 174) 21.3 16.7 25.9 10.9 6.9 11.5 14.4 12.1 13.2 6.9 16.1 6.9 12.1 4.0 11.5 10.3 4.6 6.3 2.9 75.9

京都府 (n= 92) 32.6 26.1 38.0 14.1 2.2 10.9 8.7 5.4 12.0 6.5 13.0 4.3 18.5 4.3 13.0 3.3 6.5 2.2 1.1 66.3

進学希望者・計 (n=2799) 24.6 10.4 27.9 9.0 8.4 8.0 11.6 9.6 12.5 6.0 10.8 4.0 6.3 2.0 8.5 15.7 2.6 10.6 2.0 73.4

進学希望×教育・保育興味あり (n= 688) 100.0 7.8 18.6 10.6 5.8 6.3 7.8 8.4 10.2 6.1 11.9 1.6 2.8 0.9 6.1 12.1 2.2 3.8 ― ―

進学希望×教育・保育興味なし (n=2055) ― 11.5 31.7 8.7 9.5 8.9 13.2 10.2 13.7 6.1 10.7 4.9 7.6 2.4 9.5 17.3 2.8 13.1 ― 100.0

大学進学希望者・計 (n=2230) 26.1 12.7 33.5 10.9 9.2 9.9 10.4 11.3 13.9 7.3 12.3 3.7 7.0 2.3 8.4 13.8 2.4 6.3 2.1 71.8

大学進学希望×教育・保育興味あり (n= 582) 100.0 9.3 21.6 12.2 6.4 7.2 8.2 9.5 11.2 6.9 13.6 1.4 2.7 1.0 6.0 11.7 2.1 3.1 ― ―

大学進学希望×教育・保育興味なし (n=1602) ― 14.4 38.8 10.7 10.5 11.2 11.5 12.2 15.4 7.6 12.2 4.6 8.7 2.8 9.5 15.0 2.6 7.7 ― 100.0

進学非意向者（未定含） 計 (n= 476) 11.1 4.0 13.4 5.3 4.6 2.7 12.8 3.6 4.4 3.4 6.1 4.2 3.8 2.9 4.6 6.5 2.9 18.7 30.0 58.8

※｢全体｣より　■=10ポイント以上高い　／　■=5ポイント以上高い　／　■=5ポイント以上低い
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進路検討状況 進学先決定時の重視項目 

▶ 進学先決定時の重視項目は、「学びたい学部・学科・コースがあること」が最も高く、67％。 

以下「就職に有利」（50％）、「校風や雰囲気が良い」（46％）、「学生生活が楽しめる」（同）が5割
前後で続く。 

「学びたい学部・学科コースがあること」は、いずれの層でも最も高い。 

 

▶ 男女ともに上位項目の顔触れは同じだが、女性の方が「資格取得に有利」「学生生活が楽しめる」をより重
視している。 

 

▶ 高校所在地別にみると、和歌山県、奈良県では「学びたい学部・学科・コースがあること」が7割台と高い。 

京都府、奈良県では「校風や雰囲気が良い」が5割を超える。 

 

▶ 希望進路×分野別にみると、『大学進学希望×教育・保育興味あり』では、「学びたい学部・学科・コース
があること」が最も高く、76％。 

『大学進学希望×教育・保育興味あり』では「資格取得に有利であること」が47％と、他属性よりも高い。 
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■進学先決定時の重視項目　（全体／複数回答） (%)

あなたが、進学先の大学・短大・専門学校を選ぶ際に大切だと思うのはどのようなことですか。あてはまるものをすべてお選び下さい。
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【高校生】全体 (n=3279) 67.0 50.1 45.9 45.7 37.2 37.1 35.8 32.4 31.9 31.4 22.2 22.0 19.0 18.6 18.6 17.8 16.6 15.4 14.0 13.9 8.5 7.0 2.0 4.5

性別 男性 (n=1764) 62.8 48.9 42.7 41.3 30.3 33.1 32.5 32.5 30.2 29.5 20.4 18.4 22.8 17.9 15.9 19.3 16.2 15.8 15.5 12.2 9.4 8.7 2.6 5.3

女性 (n=1506) 72.0 51.7 49.8 50.9 45.2 42.0 39.8 32.3 34.0 33.7 24.3 26.4 14.7 19.5 21.8 16.1 17.2 15.1 12.3 15.9 7.5 5.0 1.1 3.5

大阪府 (n=1830) 61.3 47.7 43.3 43.4 34.7 36.2 32.1 31.5 30.9 30.2 19.7 21.7 17.9 20.4 18.5 16.2 15.6 16.6 12.3 13.0 8.7 6.7 2.7 5.8

大阪府以外・計 (n=1449) 74.2 53.2 49.2 48.6 40.3 38.3 40.5 33.6 33.2 33.0 25.4 22.4 20.4 16.4 18.7 19.8 17.8 14.0 16.1 15.0 8.2 7.5 1.0 2.8

和歌山県 (n=1183) 74.3 53.4 48.4 49.0 41.8 39.4 42.3 32.9 32.0 35.1 26.0 20.9 18.3 15.9 19.4 18.4 17.2 12.1 14.4 13.9 7.0 5.8 0.7 3.0

奈良県 (n= 174) 77.6 52.3 51.1 50.6 38.5 37.9 37.9 37.9 40.8 27.0 23.6 32.8 28.7 20.7 19.0 20.1 20.7 21.3 22.4 22.4 12.6 14.4 2.3 2.9

京都府 (n= 92) 66.3 52.2 56.5 39.1 25.0 25.0 22.8 34.8 34.8 17.4 20.7 22.8 32.6 14.1 9.8 37.0 19.6 25.0 27.2 15.2 15.2 16.3 2.2 1.1

進学希望者・計 (n=2799) 72.0 52.2 48.7 48.4 40.3 39.3 36.4 34.4 34.2 32.8 23.9 24.6 20.7 19.8 19.3 19.4 18.0 16.6 15.7 14.9 8.9 7.7 1.3 1.4

進学希望×教育・保育興味あり (n= 688) 75.1 48.3 47.1 49.3 47.5 41.1 39.7 32.8 33.0 35.3 24.4 25.7 27.6 20.2 18.3 18.2 19.2 15.4 16.0 15.8 10.2 5.1 0.9 0.4

進学希望×教育・保育興味なし (n=2055) 71.7 54.0 49.8 48.6 38.5 38.9 35.8 35.3 34.7 32.3 23.9 24.6 18.5 20.0 19.8 20.0 18.0 17.2 15.9 14.8 8.6 8.8 1.4 1.3

大学進学希望者・計 (n=2230) 72.7 51.7 50.0 48.5 38.7 39.7 35.1 35.0 36.4 34.1 24.1 24.5 23.7 19.6 17.9 20.4 18.8 18.6 17.0 15.2 9.0 9.0 1.3 1.0

大学進学希望×教育・保育興味あり (n= 582) 75.6 47.4 46.9 49.5 47.1 41.2 39.2 32.6 34.4 35.7 24.6 24.9 31.1 19.8 18.0 19.1 19.2 16.3 16.5 16.8 10.3 5.8 0.9 0.5

大学進学希望×教育・保育興味なし (n=1602) 72.4 53.7 51.7 48.6 36.1 39.3 34.0 36.2 37.3 33.9 24.2 24.7 21.2 19.9 18.0 21.0 19.2 19.5 17.5 14.8 8.7 10.3 1.4 0.9

進学非意向者（未定含） 計 (n= 476) 38.2 38.4 29.6 30.5 19.1 24.8 32.4 20.8 18.9 23.3 12.4 7.1 9.7 11.6 14.5 8.2 8.6 8.4 4.4 7.8 6.5 3.2 5.7 22.5

※｢全体｣より　■=10ポイント以上高い　／　■=5ポイント以上高い　／　■=5ポイント以上低い

※｢全体｣降順ソート 高校生_Q3
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【高野山大学「文学部 教育学科」】の受験意向 

▶ 【高野山大学「文学部 教育学科」】を「受験したい」と者は、50人（2％）。 

「受験校の候補には入る」と回答した307人（9％）を含めた「受験意向あり・計」は、357人（11％）。 

 

▶ 男性では「受験したい」は42人（2％）と、女性で「受験したい」と回答した8人（1％）よりも多い。 

 

▶ 高校所在地別にみると、大阪府の高校で「受験意向あり・計」が多く、229人（13％）。 

▶ 居住府県別にみても、大阪府で｢受験意向あり・計｣が多く、214人（12%）。 

 

▶ 希望進路×分野別 

 『進学希望者・計』の「受験したい」は42人（2％）、「受験意向あり・計」は321人（12％）。 

 

 『大学進学希望×教育・保育興味あり』の「受験したい」は18人（3％）、「受験意向あり・計」は154人  

 （27％）。 
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■高野山大学「文学部　教育学科」の受験意向　（全体／単一回答） (%)

あなたは、高野山大学が設置計画中の「文学部 教育学科」を受験したいと思いますか。

受験意向あり・計

受験したい
受験校の候

補には入る

受験したいと

思わない
無回答

*凡例

【高校生】全体 (n=3279) 10.9 357 50 307 2844 78

性別 男性 (n=1764) 11.7 207 42 165 1519 38

女性 (n=1506) 9.9 149 8 141 1319 38

大阪府 (n=1830) 12.5 229 36 193 1551 50

大阪府以外・計 (n=1449) 8.8 128 14 114 1293 28

和歌山県 (n=1183) 9.4 111 9 102 1045 27

奈良県 (n= 174) 6.3 11 2 9 163 0

京都府 (n= 92) 6.5 6 3 3 85 1

大阪府 (n=1834) 11.7 214 33 181 1573 47

大阪府以外・計 (n=1416) 9.7 138 17 121 1249 29

和歌山県 (n=1092) 9.6 105 8 97 961 26

奈良県 (n= 186) 10.2 19 4 15 167 0

京都府 (n= 61) 8.2 5 3 2 55 1

その他 (n= 77) 11.7 9 2 7 66 2

進学希望者・計 (n=2799) 11.5 321 42 279 2445 33

進学希望×教育・保育興味あり (n= 688) 25.7 177 21 156 505 6

進学希望×教育・保育興味なし (n=2055) 6.7 138 21 117 1898 19

大学進学希望者・計 (n=2230) 12.5 279 38 241 1929 22

大学進学希望×教育・保育興味あり (n= 582) 26.5 154 18 136 423 5

大学進学希望×教育・保育興味なし (n=1602) 7.5 120 20 100 1470 12

進学非意向者（未定含） 計 (n= 476) 7.6 36 8 28 397 43
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■高野山大学「文学部　教育学科」の入学意向　（受験あり・計ベース／単一回答）

あなたは、高野山大学が設置計画中の「文学部 教育学科」に合格した場合、入学したいと思いますか。 (%)

「受験したい・受験校の候補には入る｣を選択した人のみ、答えてください。

入学意向あり・計

入学したい

併願校の合否に

よっては入学し

たい

入学先として

は考えない
無回答

*凡例

【高校生】全体 (n= 357) 79.0 282 50 232 67 8

性別 男性 (n= 207) 81.6 169 35 134 31 7

女性 (n= 149) 75.2 112 15 97 36 1

大阪府 (n= 229) 79.5 182 32 150 40 7

大阪府以外・計 (n= 128) 78.1 100 18 82 27 1

和歌山県 (n= 111) 79.3 88 14 74 22 1

奈良県 (n= 11) 72.7 8 1 7 3 0

京都府 (n= 6) 66.7 4 3 1 2 0

大阪府 (n= 214) 79.9 171 31 140 38 5

大阪府以外・計 (n= 138) 79.0 109 19 90 27 2

和歌山県 (n= 105) 79.0 83 13 70 21 1

奈良県 (n= 19) 89.5 17 2 15 2 0

京都府 (n= 5) 60.0 3 2 1 2 0

その他 (n= 9) 66.7 6 2 4 2 1

進学希望者・計 (n= 321) 78.5 252 42 210 62 7

進学希望×教育・保育興味あり (n= 177) 75.7 134 24 110 40 3

進学希望×教育・保育興味なし (n= 138) 81.2 112 18 94 22 4

大学進学希望者・計 (n= 279) 78.9 220 36 184 53 6

大学進学希望×教育・保育興味あり (n= 154) 76.6 118 20 98 33 3

大学進学希望×教育・保育興味なし (n= 120) 80.8 97 16 81 20 3

進学非意向者（未定含） 計 (n= 36) 83.3 30 8 22 5 1

高校生_Q6

高校所在地

別

居住府県別

希望進路×

分野別

無回答

入学意

向あり・

計

入学意

向あり・

計

入学し

たい

併願校の

合否によっ

ては入学

したい

入学先

としては

考えない

実数

14.0

16.9

10.1

14.0

14.1

12.6

9.1

50.0

14.5

13.8

12.4

10.5

40.0

22.2

13.1

13.6

13.0

12.9

13.0

13.3

22.2

65.0

64.7

65.1

65.5

64.1

66.7

63.6

16.7

65.4

65.2

66.7

78.9

20.0

44.4

65.4

62.1

68.1

65.9

63.6

67.5

61.1

18.8

15.0

24.2

17.5

21.1

19.8

27.3

33.3

17.8

19.6

20.0

10.5

40.0

22.2

19.3

22.6

15.9

19.0

21.4

16.7

13.9

2.2

3.4

0.7

3.1

0.8

0.9

―

―

2.3

1.4

1.0

―

―

11.1

2.2

1.7

2.9

2.2

1.9

2.5

2.8

【高野山大学「文学部 教育学科」】への入学意向 

▶ 【高野山大学「文学部 教育学科」】の受験意向または検討意向がある人のうち、 

「入学したい」と回答した者は、50人（14％）。 

「併願校の合否によっては入学したい」と回答した232人（65％）を含めた「入学意向あり・計」は、    

 282人（79％）。 

 

▶ 男性では、「入学したい」が35人（17％）、「入学意向あり・計」は169人（82％）。 

▶ 女性では、「入学したい」が15人（10％）、「入学意向あり・計」は112人（75％）。 

いずれも男性の方が意向者が多い。 

 

▶ 高校所在地別にみると、大阪府の高校で「入学したい」が多く、32人（14％）。 

「入学意向あり・計」でも、大阪府で182人（80%）と多い。 

▶ 居住府県別にみても、大阪府で｢入学したい｣が多く、31人（15%）。 

「入学意向あり・計」でも、大阪府で171人（80%）と多い。 

 

▶ 希望進路×分野別 

 『進学希望者・計』の「入学したい」は42人（13％）、「入学意向あり・計」は252人（79％）。 

 

 『大学進学希望×教育・保育興味あり』の「入学したい」は20人（13％）、「入学意向あり・計」は118人 

 （77％）。 
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【高野山大学「文学部 教育学科」】入学意向者数 

全体（3,279人）のうち… 
 

▶ 大学･短期大学･専門学校への進学希望者は 2,799人 
  ※全体の85.4%に相当する。 

 

▶ 大学への進学希望者は 2,230人 

  ※全体の68.0%に相当する。 

 

 

『高野山大学「文学部 教育学科」』について 
 

 

▶ 進学希望者のうち、 

｢受験したい｣と｢受験校の候補には入る｣を合わせた 

｢受験検討意向あり･計｣は、321人 
※全体の9.8%に相当する。 

 

 

 

｢受験検討意向あり･計｣のうち、 

｢入学したい｣と ｢併願校の合否によっては入学したい｣ を合わせた｢入学意向あり･計｣は、252人 
※全体の7.7%に相当する。 

   

 

 

 

▶ 更に『大学進学希望×教育・保育興味あり』に絞ったところ、 

 
 

 

｢受験したい｣と｢受験先として検討してもよい｣を合わせた 

｢受験検討意向あり･計｣は、154人 
※全体の4.7%に相当する。 

 

 

 

｢受験検討意向あり･計｣のうち、 

｢入学したい｣と ｢併願校の合否によっては入学したい｣ を合わせた｢入学意向あり･計｣は、118人 
※全体の3.6%に相当する。 

【高野山大学新学部受容性調査】高校生調査結果報告書 22 



【高野山大学「文学部 教育学科」】の魅力的な特徴  

▶ 「非常に魅力を感じる」が最も高いのは、 

（b） １年次から教育現場に触れ、教育実習を繰り返し行うことで、大学で学ぶ教育理論と、              

 実際の教育現場での課題の両方を理解でき、高い教育実践力を身につけられます（30％） 
 

以下、 

（c） 英語に関するＷｅｂ教材の導入や高野山観光ボランティア実習、海外留学などを通して、                            

 これからの教育現場に必要な国際的な視野と実践的な英語力を修得できます（29％） 
 

（d） 小学校教諭、幼稚園教諭や保育士資格などに加えて、社会福祉主事任用、防災士、僧侶等の 

 資格取得が可能です（28％） 
 

（e） 「心の教育」を充実させ、クラス運営や心理ケアに関する基礎的な理解を得られるよう 

 カリキュラムを設定しています（25％） 
 

（a） 農業体験、木工体験、馬術体験など、様々な体験学習を重ねることで、 

 教員としての指導力につながる行動力や困難に立ち向かう力を身につけます（21％） 
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(%)

以下は、「高野山大学 文学部 教育学科」での取り組みの一例や学びの特徴です。あなたにとって どの程度魅力的ですか。各項目についてそれぞれ該当の番号に○をつけてください。

とても魅力的 ある程度魅力的
あまり魅力的では

ない

全く魅力的ではな

い
無回答

(n=3279) *凡例

(a) 61.9 34.0

(b) 71.7 24.3

(c) 70.9 25.0

(d) 65.4 30.4

(e) 68.5 27.4

高校生_Q4M

魅力的・

計

魅力的

でない・

計

■高野山大学「文学部　教育学科」の魅力的な特徴　（受験意向あり・計ベース／各単一回答）

小学校教諭、幼稚園教諭や保育士資格などに加えて、社会福祉主

事任用、防災士、僧侶等の資格取得が可能です。

「心の教育」を充実させ、クラス運営や心理ケアに関する基礎的な理解

を得られるようカリキュラムを設定しています。

魅力的・計 魅力的でない・計

農業体験、木工体験、馬術体験など、様々な体験学習を重ねること

で、教員としての指導力につながる行動力や困難に立ち向かう力を身に

つけます。

１年次から教育現場に触れ、教育実習を繰り返し行うことで、大学で

学ぶ教育理論と、実際の教育現場での課題の両方を理解でき、高い

教育実践力を身につけられます。

英語に関するＷｅｂ教材の導入や高野山観光ボランティア実習、海

外留学などを通して、これからの教育現場に必要な国際的な視野と実

践的な英語力を修得できます。

20.5

30.3

29.3

28.1

25.3

41.4

41.3

41.6

37.3

43.2

21.2

14.4

15.7

18.1

17.7

12.9

9.9

9.3

12.4

9.7

4.1

4.1

4.1

4.1

4.1



【高野山大学「文学部 教育学科」】の魅力的な特徴 
：「魅力を感じる･計」 

▶ 「魅力を感じる・計」が最も高いのは、 

（b） １年次から教育現場に触れ、教育実習を繰り返し行うことで、大学で学ぶ教育理論と、              

 実際の教育現場での課題の両方を理解でき、高い教育実践力を身につけられます（72％） 

『入学意向あり・計』層と『入学意向なし・計』層で特に差が大きいのは、「（a）～教員としての指導力につな
がる行動力や困難に立ち向かう力を身につけます」「（c）～これからの教育現場に必要な国際的な視野と実践的
な英語力を修得できます」。 
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■高野山大学「文学部 教育学科」の魅力的な特徴：「魅力的・計」（受験意向あり・計ベース／各単一回答） (%)

以下は、「高野山大学 文学部 教育学科」での取り組みの一例や学びの特徴です。あなたにとってどの程度魅力的ですか。各項目についてそれぞれ該当の番号に○をつけてください。

(b) (c) (e) (d) (a)

１年次から教育現

場に触れ、教育実

習を繰り返し行うこ

とで、大学で学ぶ教

育理論と、実際の

教育現場での課題

の両方を理解でき、

高い教育実践力を

身につけられます。

英語に関するＷｅ

ｂ教材の導入や高

野山観光ボランティ

ア実習、海外留学

などを通して、これか

らの教育現場に必

要な国際的な視野

と実践的な英語力

を修得できます。

「心の教育」を充実

させ、クラス運営や

心理ケアに関する基

礎的な理解を得ら

れるようカリキュラムを

設定しています。

小学校教諭、幼稚

園教諭や保育士資

格などに加えて、社

会福祉主事任用、

防災士、僧侶等の

資格取得が可能で

す。

農業体験、木工体

験、馬術体験など、

様々な体験学習を

重ねることで、教員

としての指導力につ

ながる行動力や困

難に立ち向かう力を

身につけます。

【高校生】全体 (n=3279) 71.7 70.9 68.5 65.4 61.9

性別 男性 (n=1764) 66.3 65.2 62.1 60.2 56.3

女性 (n=1506) 78.1 77.6 76.1 71.7 68.5

大阪府 (n=1830) 66.6 65.7 63.3 59.5 58.2

大阪府以外・計 (n=1449) 78.1 77.4 75.1 72.9 66.5

和歌山県 (n=1183) 79.3 78.0 76.8 75.2 66.9

奈良県 (n= 174) 75.3 76.4 69.5 64.9 67.8

京都府 (n= 92) 67.4 71.7 63.0 58.7 58.7

進学希望者・計 (n=2799) 73.7 72.8 70.4 66.8 63.1

進学希望×教育・保育興味あり (n= 688) 85.6 78.8 79.5 78.8 70.2

進学希望×教育・保育興味なし (n=2055) 70.5 71.7 68.1 63.5 61.4

大学進学希望者・計 (n=2230) 73.9 73.9 70.1 66.3 62.5

大学進学希望×教育・保育興味あり (n= 582) 86.1 79.9 78.7 77.8 69.6

大学進学希望×教育・保育興味なし (n=1602) 70.3 72.7 67.7 62.9 60.7

進学非意向者（未定含） 計 (n= 476) 60.1 60.1 57.8 57.8 55.3

入学意向あり・計 (n= 282) 93.6 87.9 88.3 89.4 84.8

入学意向なし・計 (n= 67) 86.6 76.1 80.6 80.6 64.2

※｢全体｣より　■=10ポイント以上高い　／　■=5ポイント以上高い　／　■=5ポイント以上低い

※｢全体｣降順ソート 高校生_Q4TOP2

高校所在地

別

希望進路×

分野別

入学意向別

0

50

100

【高校生】全体

入学意向あり・計

入学意向なし・計



【高野山大学「文学部 教育学科」 】の受験意向理由 

▶ 「小学校教諭免許が取得できる」が最も高く、43％。 

 以下「幼稚園教諭免許と保育士資格が取得できる」（29％）、「１年次から、教育現場体験プログラムが 

 ある」（22％）と続く。 

 

▶ 『進学希望者×教育・保育興味あり』『大学進学希望×教育・保育興味あり』いずれも、「小学校教諭免許
が取得できる」が最も高い。 

 

「小学校教諭免許が取得できる」「心の教育に力を入れている」では、『入学意向あり・計』層が『入学意向な
し・計』層を大きく上回る。 

女性では「幼稚園教諭免許と保育士資格が取得できる」が48％と男性（16％）を大きく上回る。 
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■高野山大学「文学部 教育学科」に受験意向がある理由（受験意向あり・計ベース／複数回答） (%)

あなたが、高野山大学が設置計画中の「文学部 教育学科」を「受験したい・受験校の候補には入る」と回答された理由としてあてはまるものをすべてお選びください。

｢受験したい・受験校の候補には入る｣を選択した人のみ、答えてください。

小

学

校

教

諭

免

許

が

取

得

で

き

る

か

ら

幼

稚

園

教

諭

免

許

と

保

育

士

資

格

が

取

得

で

き

る

か

ら

１

年

次

か

ら

、

教

育

現

場

体

験

プ

ロ

グ

ラ

ム

が

あ

る

か

ら

英

語

学

習

に

力

を

入

れ

て

い

る

か

ら

心

の

教

育

に

力

を

入

れ

て

い

る

か

ら

地

域

で

の

様

々

な

体

験

学

習

プ

ロ

グ

ラ

ム

が

あ

る

か

ら

入

学

定

員

５

０

名

で

、

少

人

数

教

育

だ

か

ら

高

野

山

大

学

だ

か

ら

そ

の

他

【高校生】全体 (n= 357) 42.9 28.9 22.1 19.3 16.0 14.8 8.4 4.8 4.5

性別 男性 (n= 207) 44.0 15.5 21.7 19.3 14.5 14.5 9.2 7.2 6.3

女性 (n= 149) 40.9 47.7 22.8 19.5 18.1 15.4 7.4 1.3 2.0

大阪府 (n= 229) 39.7 25.8 23.6 19.2 16.6 14.8 9.6 4.8 6.1

大阪府以外・計 (n= 128) 48.4 34.4 19.5 19.5 14.8 14.8 6.3 4.7 1.6

和歌山県 (n= 111) 47.7 36.9 20.7 18.9 16.2 16.2 7.2 4.5 0.9

奈良県 (n= 11) 45.5 18.2 9.1 18.2 9.1 9.1 ― 9.1 9.1

京都府 (n= 6) 66.7 16.7 16.7 33.3 ― ― ― ― ―

進学希望者・計 (n= 321) 44.9 29.6 22.1 20.9 15.6 14.3 7.8 5.3 4.0

進学希望×教育・保育興味あり (n= 177) 59.3 42.9 23.2 13.6 11.9 10.2 4.0 2.3 1.7

進学希望×教育・保育興味なし (n= 138) 27.5 13.0 21.0 31.2 20.3 20.3 12.3 8.7 6.5

大学進学希望者・計 (n= 279) 47.7 26.2 22.2 21.9 14.7 14.3 8.2 5.4 3.9

大学進学希望×教育・保育興味あり (n= 154) 63.0 37.0 23.4 14.3 11.0 11.0 4.5 1.9 1.9

大学進学希望×教育・保育興味なし (n= 120) 29.2 12.5 20.8 32.5 19.2 19.2 12.5 9.2 6.7

進学非意向者（未定含） 計 (n= 36) 25.0 22.2 22.2 5.6 19.4 19.4 13.9 ― 8.3

入学意向あり・計 (n= 282) 45.4 27.7 22.3 19.9 18.1 15.6 8.5 4.6 3.5

入学意向なし・計 (n= 67) 35.8 32.8 22.4 19.4 9.0 13.4 9.0 6.0 9.0

※｢全体｣より　■=10ポイント以上高い　／　■=5ポイント以上高い　／　■=5ポイント以上低い

※｢全体｣降順ソート 高校生_Q7

希望進路×

分野別

入学意向別

高校所在地

別

0

20

40

60

【高校生】全体

入学意向あり・計

入学意向なし・計



【高野山大学「文学部 教育学科」】の非受験意向理由 

▶ 「関心がある分野ではないから」（59％）が突出。 

 

▶ 『進学希望者×教育・保育興味あり』『大学進学希望×教育・保育興味あり』いずれも、「関心がある分野
だが、他大学の進学を希望しているから」が最も高い。 
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■高野山大学「文学部 教育学科」を受験したいと思わない理由（受験意向なしベース／単一回答） (%)

あなたが「受験したいと思わない」と回答された理由を教えてください。

｢受験したいと思わない｣を選択した人のみ、答えてください。

関

心

が

あ

る

分

野

で

は

な

い

か

ら

関

心

が

あ

る

分

野

だ

が

、

他

大

学

の

進

学

を

希

望

し

て

い

る

か

ら

大

学

進

学

を

考

え

て

い

な

い

か

ら

関

心

が

あ

る

分

野

だ

が

、

内

容

を

も

っ

と

詳

し

く

知

っ

て

か

ら

検

討

し

た

い

か

ら 関

心

が

あ

る

分

野

だ

が

、

新

設

の

学

科

に

進

学

す

る

の

は

不

安

だ

か

ら

そ

の

他

【高校生】全体 (n=2844) 59.1 13.2 9.8 4.2 1.1 3.2

性別 男性 (n=1519) 56.3 14.1 8.6 4.0 1.6 4.1

女性 (n=1319) 62.5 12.1 11.3 4.4 0.5 2.0

大阪府 (n=1551) 54.2 13.0 11.2 4.3 1.0 3.9

大阪府以外・計 (n=1293) 65.0 13.3 8.3 4.1 1.2 2.3

和歌山県 (n=1045) 64.2 12.8 9.6 4.1 1.2 1.8

奈良県 (n= 163) 69.3 14.7 3.7 3.7 0.6 2.5

京都府 (n= 85) 67.1 16.5 1.2 4.7 1.2 8.2

進学希望者・計 (n=2445) 63.6 14.9 4.5 4.5 1.1 2.4

進学希望×教育・保育興味あり (n= 505) 30.7 38.6 3.2 11.1 3.2 3.8

進学希望×教育・保育興味なし (n=1898) 72.5 8.9 4.8 2.5 0.6 1.9

大学進学希望者・計 (n=1929) 64.9 16.8 0.6 5.0 1.2 2.5

大学進学希望×教育・保育興味あり (n= 423) 29.3 41.4 0.9 12.1 3.1 4.0

大学進学希望×教育・保育興味なし (n=1470) 75.3 10.1 0.5 2.8 0.7 2.0

進学非意向者（未定含） 計 (n= 397) 31.7 2.3 42.8 2.5 1.0 8.1

※｢全体｣より　■=10ポイント以上高い　／　■=5ポイント以上高い　／　■=5ポイント以上低い

※｢全体｣降順ソート 高校生_Q8
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